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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】熱や光に対して安定で、高い電圧保持率を維持できる液晶組成物を提供し、更に
これを用いることで表示品位に優れた液晶表示素子を提供する。
【解決手段】式（Ｈ）で表される光安定化剤を１種又は２種以上含有する液晶組成物及び
該液晶組成物を用いた液晶表示素子。

（Ｒａ０はＨ、ＯＨ等；Ｒａ１～Ｒａ４は夫々独立してＣ１～６のアルキル基等；Ｒａ５

、Ｒａ６は夫々独立してＨ、Ｃ１～６のアルキル基；ｎは０又は１；ｔは１～４の整数；
Ｕは環構造を形成する２×ｔ価の有機基）
【選択図】なし
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一般式（Ｈ）で表される光安定化剤を１種又は２種以上含有する液晶組成物。
【化１】

（前記一般式（Ｈ）中、Ｒａ０は水素原子、水酸基、炭素数１～１２のアルキル基、又は
炭素数３～１２のアルケニル基を表し、
Ｒａ１、Ｒａ２、Ｒａ３及びＲａ４はそれぞれ独立して炭素数１～６のアルキル基を表し
、あるいはＲａ１とＲａ２、及び／又はＲａ３とＲａ４は一緒になって環構造を形成して
いてもよく、
Ｒａ５及びＲａ６はそれぞれ独立して水素原子又は炭素数１～６のアルキル基を表し、
Ｒａ０、Ｒａ１，Ｒａ２，Ｒａ３，Ｒａ４，Ｒａ５及びＲａ６がそれぞれ複数存在する場
合、各々は同一であっても異なっていてもよく、
ｎは０又は１を表し、
ｔは１から４を表し、
Ｕは環構造を形成する２×ｔ価の有機基を表し、
且つ前記Ｕは基中に１個以上の重合性基ＰＨを有する。）
【請求項２】
　前記ｔが１を表し、
　前記Ｕが下記一般式（Ｕ－１）で表される構造である、請求項１に記載の液晶組成物。
【化２】

（一般式（Ｕ－１）中、破線は各々酸素原子への結合を表し、
Ｒａ７及びＲａ８はそれぞれ独立して水素原子又は１価の有機基を表し、あるいはＲａ７

及びＲａ８は一緒になって環構造を形成していてもよく、
ｍは０又は１を表し、
少なくともＲａ８は１個以上の前記重合性基ＰＨを有する。）
【請求項３】
　前記一般式（Ｕ－１）中、前記Ｒａ７は水素原子、炭素原子数１から１２のアルキル基
又は－ＳｐＨ－ＰＨを表し、前記ＳｐＨはスペーサー基を表し、
　前記Ｒａ８は下記一般式（ｒ）で表される構造である、請求項２に記載の液晶組成物。
【化３】



(3) JP 2021-84949 A 2021.6.3

10

20

30

40

50

（一般式（ｒ）中、Ｓｐａ１は、単結合、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＦ

２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯＣ２Ｈ４－、－
ＯＣＯＣ２Ｈ４－、－Ｃ２Ｈ４ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣ
Ｏ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ
－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ
（ＣＨ３）―ＣＨ２－、又は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキレン基を表し、
該アルキレン基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は
－ＯＣＯ－で置換されてもよく、
Ｓｐａ２は、単結合、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ－
、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－
、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３

）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキ
レン基を表し、該アルキレン基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、
－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、
Ａａ１及びＡａ２はそれぞれ独立して２価の芳香族基、２価の環脂肪族基、２価の複素環
式化合物基、２価の縮合環、及び２価の縮合多環からなる群より選ばれる基を表し、これ
らの基の環構造中の１個以上の水素原子がＬｉ１で置換されてもよく、
Ｌｉ１はハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、－ＳｐＨ－ＰＨ、１価の有機基Ｋｉ１、炭
素原子数１～３０の直鎖又は分岐のアルキル基又は炭素原子数１～３０の直鎖又は分岐の
ハロゲン化アルキル基を表し、該アルキル基又はハロゲン化アルキル基中の－ＣＨ２－は
－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－又は－ＯＣＯ
Ｏ－で置換されてもよいが－Ｏ－は連続にはならず、
前記１価の有機基Ｋｉ１は、下記一般式（Ｋ１）：
【化４】

（式中、Ｒｋ０からＲｋ６及びｎｋは、それぞれ上記一般式（Ｈ）中のＲａ０からＲａ６

及びｎの定義と同じであり、Ｒｋ７及びｍｋは、それぞれ上記一般式（Ｕ－１）中のＲａ

７及びｍの定義と同じである。＊は結合手を表す。）で表される基を表し、
Ｒａ９は水素原子、－ＳｐＨ－ＰＨ、炭素原子数１～３０の直鎖又は分岐のアルキル基又
は炭素原子数１～３０の直鎖又は分岐のハロゲン化アルキル基を表し、該アルキル基又は
ハロゲン化アルキル基中の１個の－ＣＨ２－又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は
－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯ－又は－ＯＣＯＯ－で置換されてもよいが－О－は連続にはならなく、
ｐ及びｑはそれぞれ０、１，２又は３の整数を表し、
ｐが２又は３を表す場合、複数の上記Ｓｐａ１は同一であってもよく異なってもよく、ま
た、複数の上記Ａａ１は同一であってもよく異なってもよく、
ｑが２又は３を表す場合、複数の上記Ｓｐａ２は同一であってもよく異なってもよく、ま
た、複数の上記Ａａ２は同一であってもよく異なってもよく
ＰＨは重合性基を表し、ＳｐＨはスペーサー基を表す。
ただし一般式（ｒ）中には、１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。式中の＊は結合手を表
す。）
【請求項４】
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　１個以上の前記重合性基ＰＨは、それぞれ独立して式（Ｐ－１）から式（Ｐ－１７）で
表される群より選ばれる基である、請求項１から３までのいずれか１項に記載の液晶組成
物。
【化５】

（式中、黒点は結合手を表す。）
【請求項５】
　更に、一般式（ＩＩ）で表される化合物を１種又は２種以上含有する請求項１から４ま
でのいずれか１項に記載の液晶組成物。
【化６】

（一般式（ＩＩ）中、ＲＩＩ１は炭素原子数１～１０のアルキル基を表し、該アルキル基
中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡
Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＩＩ１及びＡＩＩ２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）、
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。
）
からなる群より選ばれる基を表し、前記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
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立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、
　ＺＩＩ１は単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ
－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、
－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
　ＹＩＩ１は水素原子、フッ素原子、塩素原子、シアノ基又は炭素原子数１～１０のアル
キル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立
して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によっ
て置換されていてもよく、また、該アルキル基中の１個又は２個以上の水素原子はフッ素
原子で置換されていてもよく、
　ｍＩＩ１は１、２、３又は４を表すが、ｍＩＩ１が２、３又は４を表す場合、複数のＡ
ＩＩ１及び複数のＺＩＩ１はそれぞれ同一であっても異なっていても良い。）
【請求項６】
　前記一般式（ＩＩ）中、少なくとも１つの前記ＺＩＩ１が－ＣＨ２Ｏ－を表す化合物を
１種又は２種以上含有する、請求項５に記載の液晶組成物。
【請求項７】
　一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物を１種または２種以上含有する、請求項５又は６
に記載の液晶組成物。
【化７】

（前記一般式（Ｌ－１Ａ）中、Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａはそれぞれ独立して、炭素原子数１
～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそ
れぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣ
Ｏ－によって置換されていてもよいが、Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａの少なくとも一方は、該ア
ルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－がそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－
に置換されている。）
【請求項８】
　２５℃における誘電率異方性（Δε）が負の値を有する請求項１から７までのいずれか
１項に記載の液晶組成物。
【請求項９】
　２５℃における誘電率異方性（Δε）が正の値を有する請求項１から７までのいずれか
１項に記載の液晶組成物。
【請求項１０】
　前記一般式（Ｈ）の含有量の総量が、前記液晶組成物の総量に対して０．０１質量％以
上５質量％以下である請求項１から９までのいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１１】
　２５℃における屈折率異方性（Δｎ）が０．０８から０．１４の範囲内であり、
　２５℃における回転粘性（γ１）が６０ｍＰａ・ｓから１３０ｍＰａ・ｓの範囲内であ
り、
　ネマチック相－等方性液体相転移温度（Ｔｎｉ）が６０℃から１２０℃の範囲内である
請求項１から１０までのいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１２】
　重合性化合物を１種又は２種以上含有する請求項１から１１までのいずれか１項に記載
の液晶組成物。
【請求項１３】
　酸化防止剤及び紫外線吸収剤の少なくとも一方の化合物を１種又は２種以上含有する、
請求項１から１２までのいずれか１項に記載の液晶組成物。
【請求項１４】
　請求項１から１３までのいずれか１項に記載の液晶組成物を用いた液晶表示素子。
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【請求項１５】
　対向する第一基板及び第二基板と、前記第一基板および前記第二基板の間に設けられ、
前記液晶組成物を含む液晶層とを備え、前記第一基板の前記液晶層側の面に第一配向膜を
有し、前記第二基板の前記液晶層側の面に第二配向膜を有する、請求項１４に記載の液晶
表示素子。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気光学的液晶表示材料として有用な液晶組成物およびそれを用いた液晶表
示素子に関する。
【背景技術】
【０００２】
　液晶表示素子は、時計、電卓をはじめとして、各種測定機器、自動車用パネル、ワード
プロセッサー、電子手帳、プリンター、コンピューター、テレビ、時計、広告表示板等に
用いられるようになっている。液晶表示方式としては、その代表的なものにＴＮ（twiste
d nematic）型、ＳＴＮ（super twisted nematic）型、ＴＦＴ（薄膜トランジスタ：thin
 film transistor）を用いた垂直配向を特徴としたＶＡ（vertucally aligned）型や水平
配向を特徴としたＩＰＳ（in-plane switching）型／ＦＦＳ（fringe field switching）
型等がある。
【０００３】
　これらの表示方式において、ＩＰＳ型、ＥＣＢ型（Electrically Controlled Birefrin
gence）、ＶＡ型、あるいはＣＳＨ（color super homeotropic）型等は、誘電率異方性（
Δε）が負の値を示す液晶材料を用いるという特徴を有する。一方、ＴＮ型、ＳＴＮ型又
はＩＰＳ型等の水平配向型ディスプレイではΔεが正の液晶組成物が用いられており、近
年では、Δεが正の液晶組成物を電圧無印加時に垂直に配向させ、ＩＰＳ型／ＦＦＳ型電
界を印加する事で表示する駆動方式も報告されている。これら全ての駆動方式において低
電圧駆動、高速応答、広い動作温度範囲が求められている。すなわち、Δεの絶対値が大
きく、粘度（η）が小さく、高いネマチック相－等方性液体相転移温度（Ｔｎｉ）が要求
されている。また、屈折率異方性（Δｎ）とセルギャップ（ｄ）との積であるΔｎ×ｄの
設定から、液晶組成物のΔｎをセルギャップに合わせて適当な範囲に調節する必要がある
。加えて液晶表示素子をテレビ等へ応用する場合においては高速応答性が重視されるため
、回転粘性（γ１）の小さい液晶組成物が要求される。個々の表示素子にとってΔεやΔ
ｎ等を最適な値とするために、液晶組成物は数種類から数十種類の化合物から構成されて
いることが一般的である。
【０００４】
　これら液晶組成物の物性における要求に加え、液晶表示素子に用いられる液晶組成物は
、水分、空気、熱、光などの外的刺激に対して安定であることが求められる。外的刺激に
対する安定性が損なわれると、液晶表示素子に焼き付きや表示ムラ等の表示不良が発生し
てしまい、焼き付きや表示ムラ等の表示不良を抑えるためには、電圧保持率（ＶＨＲ）が
高いことが必須であると一般的に考えられている。そのために、例えば、酸化防止剤、紫
外線吸収剤又は光安定剤と特定の化合物とを組み合わせた液晶組成物を使用することが知
られている（特許文献１及び特許文献２）。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開２０１４－８４４６０号公報
【特許文献２】特開２０１４－８４４６２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
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　近年、液晶組成物は、液晶表示素子の使用環境や製造工程においてより強い光を受ける
ようになっている。そのため、公知の添加剤を添加した液晶組成物よりも、外的刺激、特
に光に対してさらに高い安定性及び高いＶＨＲが求められている。
【０００７】
　本発明が解決しようとする課題は、外的刺激、特に光に対して安定で、高い電圧保持率
を維持することが可能な液晶組成物を提供し、更に該液晶組成物を用いることで表示品位
に優れた液晶表示素子を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明者は、鋭意検討した結果、特定の構造を有する光安定化剤を含む液晶組成物が、
上記の課題を解決することができることを見出し、本発明を完成するに至った。
【０００９】
　すなわち本発明は、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤を１種又は２種以上含有する液
晶組成物、及び当該液晶組成物を用いた液晶表示素子を提供する。
【００１０】
【化１】

【００１１】
（上記一般式（Ｈ）中、Ｒａ０は水素原子、水酸基、炭素数１～１２のアルキル基、又は
炭素数３～１２のアルケニル基を表し、
Ｒａ１、Ｒａ２、Ｒａ３及びＲａ４はそれぞれ独立して炭素数１～６のアルキル基を表し
、あるいはＲａ１とＲａ２、及び／又はＲａ３とＲａ４は一緒になって環構造を形成して
いてもよく、
Ｒａ５及びＲａ６はそれぞれ独立して水素原子又は炭素数１～６のアルキル基を表し、
Ｒａ０、Ｒａ１，Ｒａ２，Ｒａ３，Ｒａ４，Ｒａ５及びＲａ６がそれぞれ複数存在する場
合、各々は同一であっても異なっていてもよく、
ｎは０又は１を表し、
ｔは１から４を表し、
Ｕは環構造を形成する２×ｔ価の有機基を表し、
且つ上記Ｕは基中に１個以上の重合性基ＰＨを有する。）
【発明の効果】
【００１２】
　本発明の液晶組成物は、光に対して安定で、かつ高い電圧保持率を維持できる。そして
本発明の液晶組成物を用いることで、表示不良がない又は抑制された、表示品位の優れた
液晶表示素子を提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１３】
【図１】本発明の液晶表示素子の一例を示す模式図である。
【発明を実施するための形態】
【００１４】
Ｉ．液晶組成物
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　本発明の液晶組成物は、一般式(Ｈ)で表される光安定化剤を１種類以上と、一般式（Ｉ
Ｉ）で表される液晶化合物を１種類以上と、を含む。
【００１５】
　本発明における一般式（Ｈ）で表される光安定化剤は、重合性基及び環状のアセタール
骨格を有することを特徴とする。ここで、本明細書においては、光安定化剤のうち、重合
性基を有する光安定化剤を「重合性光安定化剤」と称し、重合性基を有さない光安定化剤
を「非重合性光安定化剤」と称して区別するものとする。また、光安定化剤のうち、分子
構造内にアセタール骨格を有する光安定化剤を「アセタール系光安定化剤」と称し、アセ
タール骨格を有さない光安定化剤を「非アセタール系光安定化剤」と称して区別するもの
とする。すなわち、本発明における一般式（Ｈ）で表される光安定化剤は、重合性基及び
アセタール骨格の両方を有することから、「重合性アセタール系光安定化剤」と称するこ
とができる。
【００１６】
　なお、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤を含め、重合性光安定化剤は後述する重合性
化合物には含まれないものとする。
【００１７】
　液晶組成物は、液晶表示素子の製造過程や使用環境において、光等の外的刺激を受ける
と、劣化してＶＨＲが低下することが知られている。特に、ＰＳＡ（polymer sustained 
alignment）技術に代表される高分子安定化技術を用いて液晶表示素子を製造する場合、
液晶組成物は上記工程において強度の高い紫外線の照射を受けることになり劣化しやすく
、その結果ＶＨＲが低下しやすいという問題がある。このような問題は、ＰＳＡ技術を用
いた液晶表示素子に限らず起こりうる問題である。
【００１８】
　ここで、液晶組成物の光劣化を抑制する効果を高めるために、公知の添加剤を大量に導
入することも考えられる。しかし、該添加剤の添加量が多すぎると、液晶パネル内で添加
剤が析出することにより表示品位が低下したり、添加剤自体がＶＨＲの低下の原因となる
といった問題がある。
【００１９】
　これに対し、本発明の液晶組成物によれば、紫外線や熱等の外的刺激を受けた液晶化合
物が分解することにより不純物が多く発生しても、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤が
該不純物をトラップし、該不純物の発生によるＶＨＲの低下を抑制することができる。こ
こで、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤は、ヒンダードアミン構造を有することで不純
物のトラップ機能が高いことに加え、アセタール骨格を有するため溶解性が高く液晶化合
物との相溶性に優れる。このため、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤は、少ない含有量
で従来の非アセタール系光安定化剤と同等の効果を発揮することができ、また、液晶組成
物から析出しにくいことから、従来の光安定化剤よりも多くの量を添加することが可能と
なり、より多くの不純物をトラップして高ＶＨＲを達成することができる。
【００２０】
　また、本発明の液晶組成物によれば、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤を含有するこ
とで、光安定化剤の存在に起因したＶＨＲの低下を抑制することができる。詳述すれば、
従来液晶組成物に汎用されるヒンダードアミン系光安定化剤は、重合機能（すなわち重合
性基）を有していないが、このような非重合性光安定化剤は、液晶層の不純物をトラップ
することで信頼性の改善に効果がある一方で、極性が大きいため該化合物自体がイオン伝
導原となってＶＨＲを低下させてしまう。一方、上記一般式（Ｈ）で表される光安定化剤
は、重合部（重合性基）と極性部とを有しているので、紫外線照射により一般式（Ｈ）で
表される光安定化剤が重合体（ポリマー）を形成し、ＵＶ処理後に本ポリマを基板界面に
固着させる事が出来る。これにより、パネル駆動時でも、一般式（Ｈ）で表される光安定
化剤のポリマが基板に固定された状態で、ポリマ表面の極性部で不純物をトラップする事
が出来るようになる。これにより、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤自体がイオン伝導
原にならずにＶＨＲの向上が可能となる。
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【００２１】
　上記の効果は、重合性化合物を含む場合において顕著に発揮することができる。高分子
安定化技術を用いて液晶表示素子を製造する場合、重合性化合物を含む液晶組成物に紫外
線を照射して重合性化合物を重合させ。素子の基板界面に重合性化合物の重合体からなる
高分子層を形成する工程を含む。本発明の液晶組成物が重合性化合物を含む場合、上記工
程において一般式（Ｈ）で表される光安定化剤の重合性基が重合性化合物の一部と反応し
、その結果、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤が、重合性化合物の重合により形成され
る高分子層に取り込まれると推量される。このように高分子層に取り込まれた一般式（Ｈ
）で表される光安定化剤は、不純物をトラップする機能を残しつつ、高分子層に固定され
ることでイオン伝導原として働かなくなるため、非重合性光安定化剤を用いた場合と比較
してＶＨＲの低下をより効果的に抑制することができると推量される。
【００２２】
　本明細書において、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤のことを、一般式（Ｈ）で表さ
れる化合物、若しくは化合物（Ｈ）と称する場合がある。また、一般式（ＩＩ）で表され
る液晶化合物のことを、単に一般式（ＩＩ）で表される化合物、若しくは化合物（ＩＩ）
と称する場合がある。
【００２３】
　以下、本発明の液晶組成物に含まれる化合物について、それぞれ説明する。
【００２４】
（１）一般式(Ｈ)で表される光安定化剤
　本発明の液晶組成物は、一般式(Ｈ)で表される光安定化剤を１種類以上含む。
【００２５】
【化２】

【００２６】
（上記一般式（Ｈ）中、Ｒａ０は水素原子、水酸基、炭素数１～１２のアルキル基、又は
炭素数３～１２のアルケニル基を表し、
Ｒａ１，Ｒａ２，Ｒａ３及びＲａ４はそれぞれ独立して炭素数１～６のアルキル基を表し
、あるいはＲａ１とＲａ２，及び／又はＲａ３とＲａ４は一緒になって環構造を形成して
いてもよく、
Ｒａ５及びＲａ６はそれぞれ独立して水素原子又は炭素数１～６のアルキル基を表し、
Ｒａ０、Ｒａ１，Ｒａ２，Ｒａ３，Ｒａ４，Ｒａ５及びＲａ６がそれぞれ複数存在する場
合、各々は同一であっても異なっていてもよく、
ｎは０又は１を表し、
ｔは１から４を表し、
Ｕは環構造を形成する２×ｔ価の有機基を表し、
且つ上記Ｕは基中に１個以上の重合性基ＰＨを有する。）
【００２７】
　一般式（Ｈ）中、Ｒａ０は、外的刺激に対する劣化防止能を高めるには、水素原子又は
水酸基であることが好ましく、水素原子であることが特に好ましい。また、Ｒａ０は、液
晶化合物との相溶性を高めるためには、炭素原子数１～１２のアルキル基又は炭素原子数
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【００２８】
　一般式（Ｈ）中、Ｒａ１、Ｒａ２、Ｒａ３及びＲａ４はそれぞれ独立して炭素原子数１
～４のアルキル基であることが好ましく、メチル基であることが特に好ましい。また、製
造時に混入する極性不純物の除去を容易にするためには、Ｒａ１とＲａ２及び／又はＲａ

３とＲａ４は一緒になって環構造を形成することが好ましい。
【００２９】
　一般式（Ｈ）中、Ｒａ５及びＲａ６はそれぞれ独立して水素原子又は炭素数１～４のア
ルキル基であることが好ましく、製造の容易さから水素原子であることが特に好ましい。
【００３０】
　一般式（Ｈ）中、ｎは１であることが好ましい。
【００３１】
　一般式（Ｈ）中、ｔは液晶組成物の保存安定性を高めるためには、１又は２を表すこと
が好ましく、１であることが特に好ましい。また、ｔは、外的刺激に対する劣化防止能を
高めるためには、３又は４を表すことが好ましい。単位重量あたりのヒンダードアミン構
造の数が多くなり、外的刺激に対する劣化防止能を高めることができるからである。
【００３２】
　一般式（Ｈ）中、Ｕは、２つの酸素原子と結合して環構造を形成する２×ｔ価の有機基
を表し、且つ基中に１個以上の重合性基ＰＨを有する。重合性基の数は、多い方が高反応
性や高ＶＨＲを達成できるため好ましいが、多すぎると溶解性が低下して析出しやすくな
る。一方、重合性基の数が少ないと反応性が悪くＶＨＲ向上の効果が得られにくい。よっ
て、反応性、ＶＨＲ及び溶解性の両立には、一般式（Ｈ）中のＰＨの数は、１個、２個、
３個、又は４個が好ましく、１個、２個又は３個が好ましく、１個又は２個が好ましい。
【００３３】
　重合性基ＰＨは、スペーサー基（以下、ＳｐＨと表す場合がある。）を介して結合され
ていることが好ましい。すなわち、一般式（Ｈ）中、上記Ｕは基中に１個以上の－ＳｐＨ

－ＰＨを有することが好ましい。
【００３４】
　一般式（Ｈ）中、ＰＨは、式（Ｐ－１）から式（Ｐ－１７）で表される群より選ばれる
基であることが好ましい。一般式（Ｈ）中に複数のＰＨが存在する場合は、１つ以上のＰ
Ｈは、それぞれ独立して式（Ｐ－１）から式（Ｐ－１７）で表される群より選ばれる基で
あることが好ましい。
【００３５】
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【００３６】
（式中、黒点は結合手を表す。）
【００３７】
　中でもＰＨは、式（Ｐ－１）、式（Ｐ－２）、式（Ｐ－５）、式（Ｐ－６）、式（Ｐ－
８）、式（Ｐ－１２）、式（Ｐ－１４）及び式（Ｐ－１７）で表される群より選ばれる基
であることが好ましく、式（Ｐ－１）、式（Ｐ－２）、式（Ｐ－８）、式（Ｐ－１２）及
び式（Ｐ－１４）で表される群より選ばれる基であることがさらに好ましく、式（Ｐ－１
）又は式（Ｐ－２）で表される基であることがより好ましい。
【００３８】
　また、一般式（Ｈ）中、スペーサー基を表すＳｐＨは、単結合、若しくは炭素原子数１
から１２の直鎖又は分岐のアルキレン基を表し、該アルキレン基中の１個の－ＣＨ２－又
は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝
ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－により置き換えられていてもよい。中でもＳｐＨは、単結合又は炭
素原子数１から１２の直鎖のアルキレン基（基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ

２－が－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよい。）を表すことが好ましく
、単結合又は炭素原子数１から６の直鎖のアルキレン基（基中の１個又は隣接しない２個
以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよい。）を表すこ
とが好ましく、単結合又は炭素原子数１から４の直鎖のアルキレン基（基中の１個又は隣
接しない２個以上の－ＣＨ２－が－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよい
。）を表すことが好ましく、単結合であることが特に好ましい。
【００３９】
　一般式（Ｈ）中、Ｕは２×ｔ価の有機基であれば特に限定されないが、一般式（Ｈ）中
の上記ｔが１を表す場合、Ｕは一般式（Ｕ－１）で表される構造であることが好ましい。
【００４０】
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【化４】

【００４１】
（一般式（Ｕ－１）中、破線は一般式（Ｈ）中の酸素原子への結合をそれぞれ表し、
Ｒａ７及びＲａ８はそれぞれ独立して水素原子又は１価の有機基を表し、あるいはＲａ７

及びＲａ８は一緒になって環構造を形成していてもよく、
ｍは０又は１を表し、
少なくともＲａ８は１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。）
【００４２】
　一般式（Ｈ）中のＵが上記一般式（Ｕ－１）で表される構造を有することで、液晶組成
物の保存安定性を高めることができる。
【００４３】
　Ｒａ７は、水素原子、炭素原子数１から１２のアルキル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すこ
とが好ましい。アルキル基又はＳｐＨ中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ≡
Ｃ－により置き換えられていてもよい。中でもＲａ７は、水素原子、炭素原子数１から８
のアルキル基（該アルキル基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接していない２個以上
の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－によ
り置き換えられていてもよい。）又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましく、水素原子又
は炭素数１から４のアルキル基を表すことが好ましい。
【００４４】
　ｍは１を表すことが特に好ましい。一般式（Ｈ）で表される光安定化剤が、一般的な液
晶化合物と同様の直線状の構造をとりやすくなるため、結果として液晶化合物への相溶性
が高まることができるからである。
【００４５】
　Ｒａ８は、１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する構造であれば特に限定されないが、液晶
組成物との相溶性を高める観点から、一般式（ｒ－１）で表される構造であることが好ま
しい。
【００４６】
【化５】

【００４７】
（一般式（ｒ）中、Ｓｐａ１は、単結合、－Ｏ－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＦ

２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯＣ２Ｈ４－、－
ＯＣＯＣ２Ｈ４－、－Ｃ２Ｈ４ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣ
Ｏ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ
－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ
（ＣＨ３）―ＣＨ２－、又は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキレン基を表し、
該アルキレン基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－ＣＯＯ－又は
－ＯＣＯ－で置換されてもよく、
Ｓｐａ２は、単結合、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－Ｃ≡Ｃ－
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、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－ＯＯＣＯ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－
、－ＣＨ＝ＣＨＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯＣ（ＣＨ３）＝ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３

）―ＣＨ２－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、又は炭素原子数１～１０の直鎖又は分岐のアルキ
レン基を表し、該アルキレン基中の１個又は隣接しない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、
－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－で置換されてもよく、
Ａａ１及びＡａ２はそれぞれ独立して２価の芳香族基、２価の環脂肪族基、２価の複素環
式化合物基、２価の縮合環、及び２価の縮合多環からなる群より選ばれる基を表し、これ
らの基の環構造中の１個以上の水素原子がＬｉ１で置換されてもよく、
Ｌｉ１はハロゲン原子、シアノ基、ニトロ基、－ＳｐＨ－ＰＨ、１価の有機基Ｋｉ１、炭
素原子数１～３０の直鎖又は分岐のアルキル基又は炭素原子数１～３０の直鎖又は分岐の
ハロゲン化アルキル基を表し、該アルキル基又はハロゲン化アルキル基中の－ＣＨ２－は
－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＮＨ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－又は－ＯＣＯ
Ｏ－で置換されてもよいが－Ｏ－は連続にはならず、
前記１価の有機基Ｋｉ１は、下記一般式（Ｋ１）：
【００４８】
【化６】

【００４９】
（式中、Ｒｋ０からＲｋ６及びｎｋは、それぞれ上記一般式（Ｈ）中のＲａ０からＲａ６

及びｎの定義と同じであり、Ｒｋ７及びｍｋは、それぞれ上記一般式（Ｕ－１）中のＲａ

７及びｍの定義と同じである。＊は結合手を表す。）で表される基を表し、
Ｒａ９は水素原子、－ＳｐＨ－ＰＨ、炭素原子数１～３０の直鎖又は分岐のアルキル基又
は炭素原子数１～３０の直鎖又は分岐のハロゲン化アルキル基を表し、該アルキル基又は
ハロゲン化アルキル基中の１個の－ＣＨ２－又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は
－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＮＨ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－Ｏ
ＣＯ－又は－ＯＣＯＯ－で置換されてもよいが－О－は連続にはならなく、
ｐ及びｑはそれぞれ０、１，２又は３の整数を表し、
ｐが２又は３を表す場合、複数の上記Ｓｐａ１は同一であってもよく異なってもよく、ま
た、複数の上記Ａａ１は同一であってもよく異なってもよく、
ｑが２又は３を表す場合、複数の上記Ｓｐａ２は同一であってもよく異なってもよく、ま
た、複数の上記Ａａ２は同一であってもよく異なってもよく
ＰＨは重合性基を表し、ＳｐＨはスペーサー基を表す。
ただし一般式（ｒ）中には、１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。式中の＊は結合手を表
す。）
【００５０】
　Ｓｐａ１は単結合、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＨ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－Ｃ
Ｈ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ－、－Ｏ
ＯＣＯ－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯＣ２Ｈ４－、－ＯＣＯＣ２Ｈ４－、－Ｃ２Ｈ

４ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ
－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝Ｃ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、－ＯＣＯＣ（ＣＨ３）＝
ＣＨ－、－ＣＨ２－ＣＨ（ＣＨ３）ＣＯＯ－、又は－ＯＣＯＣＨ（ＣＨ３）―ＣＨ２－を
表すことが好ましい。より好ましくは、Ｓｐａ１は単結合、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－
、－ＣＯＯ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＦ２Ｏ－又は－ＯＣＦ２－である。Ｓｐａ１が単結合
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、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＦ２Ｏ－又は－ＯＣＦ

２－である場合、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤は、液晶化合物との相溶性がより向
上し、低温保存においても析出しにくくなる。
【００５１】
　Ｓｐａ２は、単結合又は炭素原子数１から１０の直鎖のアルキレン基を表すことが好ま
しく、単結合又は炭素原子数１から８の直鎖のアルキレン基であることがより好ましく、
単結合又は炭素原子数１から６の直鎖のアルキレン基を表すことがより好ましく、単結合
であることが特に好ましい。該直鎖のアルキレン基は、基中に存在する１個の－ＣＨ２－
又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－が、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ
＝ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－により置き換えられていてもよい。
【００５２】
　Ａａ１及びＡａ２は、それぞれ独立して２価の芳香族基、２価の環脂肪族基、２価の複
素環式化合物基、２価の縮合環、及び２価の縮合多環からなる群より選ばれる基を表す。
中でも液晶組成物の保存安定性を高めることができることから、Ａａ１及びＡａ２は、そ
れぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基であることが好ましい。
【００５３】
　Ａａ１及びＡａ２が表す基は、環構造中の１個以上の水素原子がＬｉ１で置換されてい
てもよい。すなわち、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はＬｉ１で置換されても良
い。中でも液晶組成物に対する溶解性を高めることができることから、Ｌｉ１は炭素原子
数１～６の直鎖又は分岐のアルキル基、炭素原子数１～６の直鎖又は分岐のハロゲン化ア
ルキル基、炭素原子数１～６の直鎖又は分岐のアルコキシ基、炭素原子数１～６の直鎖又
は分岐のハロゲン化アルコキシ基、フッ素原子、シアノ基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すこと
が好ましく、フッ素原子、－ＳｐＨ－ＰＨ、炭素原子数１～４の直鎖アルキル基を表すこ
とがより好ましい。
【００５４】
　Ａａ１及びＡａ２が複数存在する場合、複数のＡａ１及びＡａ２はすべて芳香環を有す
る基であることが好ましい。紫外線に対する反応性に優れるという効果があるからである
。
【００５５】
　Ｒａ９は、水素原子、炭素原子数１から６の直鎖のアルキル基、炭素原子数１から６の
直鎖のアルコキシ基、炭素原子数２から６の直鎖のアルケニル基又は－ＳｐＨ－ＰＨ（該
ＳｐＨ基中の１個の－ＣＨ２－又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－又は－
ＣＨ＝ＣＨ－に置換されていてもよい）を表すことが好ましく、－ＳｐＨ－ＰＨ（ＳｐＨ

基中の１個の－ＣＨ２－又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－又は－ＣＨ＝
ＣＨ－に置換されていてもよい。）を表すことがより好ましい。
【００５６】
　一般式（ｒ）中、ｐ及びｑ０を表す場合、Ｒａ９は－ＳｐＨ－ＰＨを表す。このときＳ
ｐＨは炭素原子数１から１２の直鎖又は分岐のアルキレン基を表すことが好ましく、該ア
ルキレン基中の１個の－ＣＨ２－又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、
－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－により置き換えられていてもよ
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い。中でも上記の場合、Ｒａ９中のＳｐＨは炭素原子数１から６の直鎖のアルキレン基又
は炭素原子数１から６の直鎖のオキシアルキレン基であることが好ましい。
【００５７】
　また、一般式（ｒ）中、ｐ及びｑの少なくとも一方が１、２又は３の整数を表し、１つ
又は複数のＡａ１及びＡａ２の少なくとも１つが、環構造中の１個以上の水素原子が－Ｓ
ｐＨ－ＰＨに置換されている場合、Ｒａ９は－ＳｐＨ－ＰＨを表してもよく、水素原子、
炭素原子数１から６の直鎖のアルキル基、炭素原子数１から６の直鎖のアルコキシ基、又
は炭素原子数２から６の直鎖のアルケニル基を表してもよい。
【００５８】
　一般式（ｒ）で表される構造は、中でも下記一般式（ｒ－１）又は（ｒ－２）で表され
る構造が好ましい。
【００５９】
【化７】

【００６０】
（式中、ＳｐＨ及びＰＨはそれぞれ先述した定義と同じである。式中の＊は結合手を表す
。）
【００６１】
【化８】

【００６２】
（式中、Ｓｐａ１、Ｓｐａ２、Ａａ１、Ａａ２、Ｒａ９及びｑは、それぞれ一般式（ｒ）
中のＳｐａ１、Ｓｐａ２、Ａａ１、Ａａ２、Ｒａ９及びｑと同じ定義を表す。
Ｌ１及びＬ２はそれぞれ独立して一般式（ｒ）中のＬと同じ定義を表す。環Ａａ１及び環
Ａａ２におけるＬ１及びＬ２の位置はそれぞれ任意である。
ｎｒ１及びｎｒ２はそれぞれ独立して０、１、２又は３を表す。
ｑが２又は３を表し、Ｓｐａ２及びＡａ２がそれぞれ複数有する場合は、複数のＳｐａ２

及び複数のＡａ２はそれぞれ同一であってもよく異なってもよい。
Ｌ１及びＬ２がそれぞれ複数有する場合は、複数のＬ１及び複数のＬ２はそれぞれ同一で
あってもよく異なってもよい。
ただし一般式（ｒ－２）中に１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。式中の＊は結合手を表
す。）
【００６３】
　一般式（ｒ－２）において、Ｒａ９及びＡａ１が有する１つの置換基Ｌ１の少なくとも
一方が－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましい。また、ｑが１、２又は３を表す場合、Ｒａ

９、Ａａ１が有する１つの置換基Ｌ１及びＡａ２の有する１つの置換基Ｌ２の少なくとも
いずれかがＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましい。
【００６４】
　一般式（Ｈ）中のｔが２を表す場合、Ｕは一般式（Ｕ－２）で表される構造であること
が好ましい。一般式（Ｈ）で表される光安定化剤の、外的刺激に対する劣化防止能を高め
ることができる。
【００６５】



(16) JP 2021-84949 A 2021.6.3

10

20

30

40

【化９】

【００６６】
（式中、破線は各々酸素原子への結合を表し、ｌｃ及びｏｃはそれぞれ独立して一般式（
Ｕ－１）中のｍと同じ定義を表し、
Ｒｃ１及びＲｃ２はそれぞれ独立して一般式（Ｕ－１）中のＲａ７と同じ定義を表し、
Ｖは２価の有機基を表す。
ただし一般式（Ｕ－２）中に１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。）
【００６７】
　Ｒｃ１及びＲｃ２は、水素原子、炭素原子数１から１２のアルキル基又は－ＳｐＨ－Ｐ
Ｈを表すことが好ましい。該アルキル基又はＳｐＨ中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣
接していない２個以上の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ
－又は－Ｃ≡Ｃ－により置換されていてもよい。
【００６８】
　中でも、Ｒｃ１及びＲｃ２は、それぞれ独立して水素原子、炭素原子数１から８のアル
キル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましく、水素原子、炭素原子数１から５のアル
キル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましく、水素原子、炭素原子数１から３のアル
キル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましく、水素原子、メチル基、エチル基又は－
ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましい。
【００６９】
　一般式（Ｕ－２）は、一般式（Ｕ－２－ｉ）で表される構造であることが好ましい。
【００７０】
【化１０】

【００７１】
（式中、破線は各々酸素原子への結合を表し、Ｒｃ１、Ｒｃ２、ｌｃ及びｏｃはそれぞれ
一般式（Ｕ－２）中のＲｃ１、Ｒｃ２、ｌｃ及びｏｃと同じ定義を表し、
Ｓｐａｃは単結合又は炭素原子数１から１２のアルキレン基を表し、該アルキレン基中に
存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－、－ＣＯＯ
－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－により置き換えられていてもよく、該ア
ルキレン基中の１個以上の水素原子は－ＳｐＨ－ＰＨに置換されていてもよい。
ただし一般式（Ｕ－２－ｉ）中に１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。）
【００７２】
　また、一般式（Ｕ－２）は、一般式（Ｕ－２－ｉｉ）で表される構造であることが好ま
しい。
【００７３】
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【化１１】

【００７４】
（式中、破線は各々酸素原子への結合を表し、Ｒｃ１、Ｒｃ２、ｌｃ及びｏｃはそれぞれ
一般式（Ｕ－２）中のＲｃ１、Ｒｃ２、ｌｃ及びｏｃと同じ定義を表し、
Ｓｐａｃ１及びＳｐａｃ３は、それぞれ一般式（ｒ）におけるＳｐａ１と同じ定義を表し
、
Ｓｐａｃ２、Ａａｃ１及びＡａｃ２は、それぞれ一般式（ｒ）におけるＳｐａ２、Ａａ１

及びＡａｃ１と同じ定義を表し、複数のＳｐａｃ２及び複数のＡａｃ２はそれぞれ同一で
あっても異なっていてもよく、
ｐｅは１又は２を表す。
ただし一般式（Ｕ－２－ｉｉ）中に１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。）
【００７５】
　一般式（Ｈ）中のｔが３又は４を表す場合、Ｕは、一般式（Ｕ－３）で表される構造で
あることが好ましい。一般式（Ｈ）で表される光安定化剤の光劣化防止能を高めることが
できるからである。
【００７６】

【化１２】

【００７７】
（式中、破線は酸素原子への結合を表し、
ｌｆは一般式（Ｕ－１）中のｍと同じ定義を表し、
Ｒｆ７は一般式（Ｕ－１）中のＲａ７と同じ定義を表し、
Ｓｐａｆ１及びＳｐａｆ２は、それぞれ一般式（ｒ）中のＳｐａ２と同じ定義を表し、
Ａａｆ１は一般式（ｒ）中のＡａ１と同じ定義を表し
ｐｆは０、１又は２を表し、
ｔｆは３又は４を表し、
Ｖｆは３価又は４価の基を表すが、Ｖｆの価数はｔｆが表す数と同じ数であり、
Ｓｐａｆ１、Ｓｐａｆ２及びＡａｆ１が複数存在する場合、複数のＳｐａｆ１、複数のＳ
ｐａｆ２及び複数のＡａｆ１はそれぞれ同一であっても異なっていてもよい。
ただし一般式（Ｕ－３）中に１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有し、ＰＨは重合性基を表する
。）
【００７８】
　ｌｆは１を表すことが特に好ましい。
【００７９】
　Ｒｆ７は、水素原子、炭素原子数１から１２のアルキル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すこ
とが好ましい。該アルキル基又はＳｐＨ中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接していな
い２個以上の－ＣＨ２－は、－Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ
≡Ｃ－により置換されていてもよい。中でも、Ｒｆ７は、水素原子、炭素原子数１～８の
アルキル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましく、水素原子、炭素原子数１～５のア
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ルキル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましく、水素原子、炭素原子数１～３のアル
キル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好ましく、水素原子、メチル基、エチル基又は－
ＳｐＨ－ＰＨを表すことがより好ましい。
【００８０】
　一般式（Ｕ－３）中のｔｆが３を表す場合、すなわち、Ｖｆの価数が３の場合、Ｖｆは
炭素原子数１から１５の炭化水素基を表すことが好ましく、当該炭化水素基中の炭素原子
中に存在する１個又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－、
－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－Ｓ－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ
－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｏ
ＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝
ＣＦ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、又は－Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよい。また、当該
炭化水素基中に存在する１個以上の水素原子が－ＳｐＨ－ＰＨに置換されていてもよい。
【００８１】
　Ｖｆは、式（Ｖ３－１）から式（Ｖ３－１２）で表される基から選択される基であるこ
とがより好ましい。
【００８２】
【化１３】

【００８３】
（式中の、Ｒｖ３１及びＲｖ３２は、水素原子、水酸基、炭素原子数１～１０のアルキル
基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表し、該アルキル基又はＳｐＨ中に存在する１個又は２個以上の
－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－ＣＯ－
Ｏ－、－Ｏ－ＣＯ－に置換されてもよい。また、環状構造中の水素原子は、フッ素原子、
塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、ペンタフルオロスルフラニル基、ニトロ基、シアノ基
、イソシアノ基、アミノ基、ヒドロキシル基、メルカプト基、メチルアミノ基、ジメチル
アミノ基、ジエチルアミノ基、ジイソプロピルアミノ基、トリメチルシリル基、ジメチル
シリル基、チオイソシアノ基、炭素原子数１から１２のアルキル基又は－ＳｐＨ－ＰＨで
置換されていてもよく、該アルキル基中に存在する１個又は隣接していない２個以上の－
ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－Ｃ
Ｏ－Ｓ－、－Ｓ－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－、－ＣＨ
＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ
＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、又は－Ｃ≡
Ｃ－で置換されてもよい。式中の黒点は結合手を表す。）
【００８４】
　式（Ｖ３－１）及び式（Ｖ３－２）中、ＲＶ３１及びＲＶ３２は、それぞれ独立して水
素原子、水酸基、炭素原子数１～８のアルキル基又は－ＳｐＨ－ＰＨを表すことが好まし
く、また、直鎖であることが好ましい。
【００８５】
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　また、式（Ｖ３－４）から式（Ｖ３－１２）で表される基は、それぞれ独立して無置換
であるか、基中の水素原子がシアノ基、フッ素原子、塩素原子、メチル基、メトキシ基又
は－ＳｐＨ－ＰＨで置換されていることが好ましい。
【００８６】
　原料の入手容易さ及び製造の容易さの観点から、Ｖｆは、式（Ｖ３－１）、式（Ｖ３－
２）、及び無置換の式（Ｖ３－３）から（Ｖ３－１２）で表される基からなる群から選ば
れる基を表すことが特に好ましい。
【００８７】
　一般式（Ｕ－３）中のｔｆが４を表す場合、すなわち、Ｖｆの価数が４の場合、Ｖｆは
炭素原子数１から１５の炭化水素基を表すことが好ましく、当該炭化水素基中の炭素原子
中に存在する１個又は隣接していない２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－、
－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－Ｓ－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ
－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－ＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－Ｏ
ＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝
ＣＦ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、又は－Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよい。また、当該
炭化水素基中に存在する１個以上の水素原子が－ＳｐＨ－ＰＨに置換されていてもよい。
【００８８】
　Ｖｆは、式（Ｖ４－１）から式（Ｖ４－２１）で表される基から選択される基であるこ
とがより好ましい。
【００８９】
【化１４】

【００９０】
（式（Ｖ４－１）から式（Ｖ４－２１）において、環状構造中の水素原子は、フッ素原子
、塩素原子、臭素原子、ヨウ素原子、ペンタフルオロスルフラニル基、ニトロ基、シアノ
基、イソシアノ基、アミノ基、ヒドロキシル基、メルカプト基、メチルアミノ基、ジメチ
ルアミノ基、ジエチルアミノ基、ジイソプロピルアミノ基、トリメチルシリル基、ジメチ
ルシリル基、チオイソシアノ基、炭素原子数１から１２のアルキル基、又は－ＳｐＨ－Ｐ
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Ｈで置換されていてもよく、該アルキル基又はＳｐＨ中に存在する１個又は隣接していな
い２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－、－
ＯＣＯ－、－ＣＯ－Ｓ－、－Ｓ－ＣＯ－、－Ｏ－ＣＯ－Ｏ－、－ＣＯ－ＮＨ－、－ＮＨ－
ＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、
－ＯＣＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ
－、又は－Ｃ≡Ｃ－で置換されてもよい。式中の黒点は結合手を表す。）
【００９１】
　式（Ｖ４－３）から式（Ｖ４－２１）で表される基は、それぞれ独立して無置換である
か、式中の水素原子がシアノ基、フッ素原子、塩素原子、メチル基、メトキシ基又は－Ｓ
ｐＨ－ＰＨで置換されていることが好ましい。
【００９２】
　原料の入手容易さ及び製造の容易さの観点から、Ｖｆは式（Ｖ４－１）、式（Ｖ４－２
）、及び無置換の式（Ｖ４－３）から式（Ｖ４－２１）から選ばれる基を表すことが特に
好ましい。
【００９３】
　一般式（Ｈ）で表される光安定化剤の好ましい態様としては、例えば一般式（Ｈ－Ｉ）
表される化合物が挙げられる。
【００９４】
【化１５】

【００９５】
（一般式（Ｈ－Ｉ）中、Ｒａ０は、一般式（Ｈ）におけるＲａ０と同じ定義を表し、
Ｒａ７、Ｒａ９及びｍは、それぞれ一般式（Ｕ－１）におけるＲａ７、Ｒａ９及びｍと同
じ定義を表し、
Ａａ１、Ａａ２、Ｓｐａ１、Ｓｐａ２、ｐ及びｑは、それぞれ一般式（ｒ）におけるＡａ

１、Ａａ２、Ｓｐａ１、Ｓｐａ２、ｐ及びｑと同じ定義を表す。
ただし一般式（Ｈ－Ｉ）中に１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。）
【００９６】
　一般式（Ｈ）で表される光安定化剤の別の好ましい態様として、一般式（Ｈ－ＩＩ）で
表される化合物が挙げられる。
【００９７】

【化１６】

【００９８】
（一般式（Ｈ－ＩＩ）中、Ｒａ０１及びＲａ０２はそれぞれ一般式（Ｈ）におけるＲａ０

と同じ定義を表し、
Ｒｃ１、Ｒｃ２、ｌｃ、及びｏｃは、それぞれ一般式（Ｕ－２）中のＲｃ１、Ｒｃ２、ｌ
ｃ、及びｏｃと同じ定義を表し、
Ｓｐａｃ１及びＳｐａｃ３は、それぞれ一般式（ｒ）におけるＳｐａ１と同じ定義を表し
、
Ｓｐａｃ２、Ａａｃ１及びＡａｃ２は、それぞれ一般式（ｒ）におけるＳｐａ２、Ａａ１
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及びＡａｃ１と同じ定義を表し、複数のＳｐａｃ２及び複数のＡａｃ２はそれぞれ同一で
あっても異なっていてもよく、
ｐｅは１又は２を表す。
ただし一般式（Ｈ－ＩＩ）中に１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有する。）
【００９９】
　一般式（Ｈ）で表される光安定化剤として、具体的には、以下の一般式（Ｈ－１）から
一般式（Ｈ－２７）で表される化合物が挙げられるが、これに限定されない。
【０１００】
【化１７】

【０１０１】
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【０１０３】
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【化２０】

【０１０４】
（上記一般式（Ｈ－１）から（Ｈ－２７）中、Ｒａ０は、一般式（Ｈ）におけるＲａ０と
同じ定義を表し、
Ｒａ７、Ｒａ９及びｍは、それぞれ一般式（Ｕ－１）におけるＲａ７、Ｒａ９及びｍと同
じ定義を表し、
Ａａ１は一般式（ｒ）におけるＡａ１と同じ定義を表し、
Ａａ２１及びＡａ２２はそれぞれ独立して一般式（ｒ）におけるＡａ２と同じ定義を表し
、
Ｌ１及びＬ２はそれぞれ一般式（ｒ）におけるＬ１及びＬ２と同じ定義を表し、Ａａ１に
おけるＬ１の位置並びにＡａ２１及びＡａ２２におけるＬ２の位置はそれぞれ任意であり
、
ｎｒ１１は一般式（ｒ－２）におけるｎｒ１と同じ定義を表し、
ｎｒ２１及びｎｒ２２はそれぞれ一般式（ｒ－２）におけるｎｒ２と同じ定義を表す。た
だし式中に１個以上の－ＳｐＨ－ＰＨを有し、ＳｐＨ及びＰＨは、それぞれ一般式（Ｈ）
におけるＳｐＨ及びＰＨと同じ定義を表す。）
【０１０５】
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　一般式（Ｈ）で表される光安定化剤の更なる具体的態様として、下記式（Ｈ－Ｉ－１）
から式（Ｈ－Ｉ－３８）および式（Ｈ－ＩＩ－１）から式（Ｈ－ＩＩ－２）で表される化
合物が例示されるが、これらに限定されるものではない。
【０１０６】
【化２１】

【０１０７】

【化２２】

【０１０８】
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【０１１０】
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【０１１１】
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【化２６】

【０１１２】
【化２７】

【０１１３】
　一般式（Ｈ）で表される光安定化剤の総量は、ＶＨＲ向上の観点から、本発明の液晶組
成物の総量に対して、０．０１質量％から５質量％の範囲内であることが好ましく、０．
０１質量％から０．５質量％の範囲内であることが好ましく、０．０１質量％から０．３
質量％の範囲内であることが好ましく、０．０２質量％から０．３質量％の範囲内である
ことが更に好ましく、０．０５質量％から０．２５質量％の範囲内であることが特に好ま
しい。
【０１１４】
　液晶組成物からの析出を十分に抑制できるという観点から、一般式（Ｈ）で表される光
安定化剤の総量は、本発明の液晶組成物の総量に対して、０．００５質量％から１質量％
の範囲内が好ましく０．００５質量％から０．５質量％の範囲内であることがより好まし
く、０．００５質量％から０．１質量％の範囲内がさらに好ましい。
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【０１１５】
　ＶＨＲ及び溶解性の両立には、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤の総量は、本発明の
液晶組成物の総量に対して、０．０１質量％から１質量％の範囲内であることが好ましく
、０．０２５質量％から０．５質量％の範囲であることが好ましく、０．０３質量％から
０．３質量％であることが更に好ましく、０．０５質量％から０．１質量％の範囲内であ
ることが特に好ましい。
【０１１６】
（２）一般式（ＩＩ）で表される化合物
　本発明の液晶組成物は、一般式（ＩＩ）で表される化合物を１種又は２種以上含有する
ことが好ましい。
【０１１７】
【化２８】

【０１１８】
（一般式（ＩＩ）中、ＲＩＩ１は炭素原子数１～１０のアルキル基を表し、該アルキル基
中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡
Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ＡＩＩ１及びＡＩＩ２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）、
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていてもよく、
ＺＩＩ１は単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－
、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－
ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
ＹＩＩ１は水素原子、フッ素原子、塩素原子、シアノ基又は炭素原子数１～１０のアルキ
ル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立し
て－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって
置換されていてもよく、また、該アルキル基中の１個又は２個以上の水素原子はフッ素原
子で置換されていてもよく、
ｍＩＩ１は１、２、３又は４を表すが、ｍＩＩ１が２、３又は４を表す場合、複数のＡＩ

Ｉ１及び複数のＺＩＩ１はそれぞれ同一であっても異なっていても良い。）
【０１１９】
　本発明の液晶組成物は、上記一般式（ＩＩ）で表される化合物を１種又は２種以上組み
合わせることで、誘電率異方性の大きさを調整することができる。本発明の液晶組成物は
、誘電率異方性（Δε）が負でありその絶対値（｜Δε｜）が２以上の負の液晶組成物で
あってもよく、誘電率異方性（Δε）が正であり、その絶対値（｜Δε｜）が１．５以上
である正の液晶組成物であってもよい。具体的な誘電率異方性の値については、後述する
。
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【０１２０】
　ここで、本発明の液晶組成物は、上記一般式（ＩＩ）中、少なくとも１つのＺＩＩ１が
－ＣＨ２Ｏ－を表す化合物を１種または２種以上含むことが好ましい。すなわち、本発明
の液晶組成物は、一般式（ＩＩ）中、ｍＩＩ１が１の場合は、ＺＩＩ１が－ＣＨ２Ｏ－を
表し、ｍＩＩ１が２、３又は４の場合は、複数のＺＩＩ１のうち少なくとも１つが－ＣＨ

２Ｏ－を表す化合物を含むことが好ましい。中でもＺＩＩ１が－ＣＨ２Ｏ－を表す場合、
－ＣＨ２Ｏ－の酸素原子と結合する環（ＡＩＩ１又はＡＩＩ２）が有する１個又は２個以
上の水素原子がフッ素原子に置換されていることが好ましく、特に、－ＣＨ２Ｏ－の酸素
原子と結合する環が有する１個又は２個以上の水素原子がフッ素原子に置換され、且つ同
じ環が有する少なくとも１個の水素原子がアルコキシ基に置換されていることがより好ま
しい。隣接する２つの環構造が－ＣＨ２Ｏ－で表される連結基を介して連結した構造を有
する液晶化合物を含む場合であっても、上記一般式（Ｈ）で表される光安定化剤と併用す
ることで、該液晶化合物の劣化を抑制することができ、液晶化合物の組み合わせによる液
晶組成物の物性向上を図ることができる。
【０１２１】
　一般式（ＩＩ）中、少なくとも１つのＺＩＩ１が－ＣＨ２Ｏ－を表す化合物の総含有量
は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して１０質量％以上、２０質量％以上、３
０質量％以上であり、また好ましくは７０質量％以下、５０質量％以下、４０質量％以下
である。一般式（ＩＩ）中、少なくとも１つのＺＩＩ１が－ＣＨ２Ｏ－を表す化合物の総
含有量は、具体的には本発明における液晶組成物の総量に対して１０質量％～７０質量％
の範囲内であり、２０質量％～５０質量％の範囲内であり、３０質量％～４０質量％の範
囲内である。
【０１２２】
　一般式（ＩＩ）で表される化合物は、誘電率異方性に応じて、誘電率異方性（Δε）が
負の液晶化合物であってもよく（第一態様）、誘電率異方性（Δε）が正の液晶化合物で
あってもよく（第一態様）、誘電率異方性（Δε）が０付近のノンポーラ液晶化合物であ
ってもよい（第三態様）。なお、一般式（ＩＩ）で表される化合物の誘電率異方性は、２
５℃における値とする。以下、一般式（ＩＩ）で表される化合物について態様ごとに説明
する。
【０１２３】
［１］一般式（ＩＩ）で表される化合物の第一態様
　一般式（ＩＩ）で表される化合物の第一態様（以下、第一態様の化合物とする場合があ
る。）は、誘電率異方性（Δε）が負の液晶化合物である。第一態様の化合物は、Δεの
符号が負で、その絶対値が２より大きいことが好ましく、上記絶対値が３より大きいこと
がより好ましい。
【０１２４】
　このような第一態様の化合物としては、下記一般式（Ｎ－１）から一般式（Ｎ－３）で
表される化合物群から選ばれる化合物を挙げることができる。
【０１２５】
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【化２９】

【０１２６】
（式中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独
立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以
上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２はそれぞれ独立して単
結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－
、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－
、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
ＸＮ２１は水素原子又はフッ素原子を表し、
ＴＮ３１は－ＣＨ２－又は酸素原子を表し、
ｎＮ１１、ｎＮ１２、ｎＮ２１、ｎＮ２２、ｎＮ３１及びｎＮ３２はそれぞれ独立して０
～３の整数を表すが、ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎＮ３２

はそれぞれ独立して１、２又は３であり、
ＡＮ１１からＡＮ３２、ＺＮ１１からＺＮ３２が複数存在する場合は、それらは同一であ
っても異なっていても良い。ただし、一般式（Ｎ－２）及び一般式（Ｎ－３）において一
般式（Ｎ－１）で表される化合物は除き、また、一般式（Ｎ－３）において一般式（Ｎ－
２）で表される化合物は除く。）
【０１２７】
　本発明の液晶組成物が、２５℃における誘電率異方性（Δε）が負の値を有する場合、
本発明の液晶組成物は、一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）で表される化合物
群から選択される化合物を１種類又は２種類以上含有することが好ましい。
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【０１２８】
　一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２）及び（Ｎ－３）中、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、Ｒ
Ｎ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基、炭
素原子数１～８のアルコキシ基、炭素原子数２～８のアルケニル基又は炭素原子数２～８
のアルケニルオキシ基が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５の
アルコキシ基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキ
シ基が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
更に好ましく、炭素原子数２～５のアルキル基又は炭素原子数２～３のアルケニル基が更
に好ましく、炭素原子数３のアルケニル基（プロペニル基）が特に好ましい。
【０１２９】
　また、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２がそれぞれ結
合する環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、
ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独立して直鎖状の炭素原子数１～５のアルキ
ル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び炭素原子数４～５のアルケニル基が
好ましい。一方、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２がそ
れぞれ結合する環構造がシクロヘキサン、ピラン及びジオキサンなどの飽和した環構造の
場合には、Ｎ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、ＲＮ３１及びＲＮ３２はそれぞれ独
立して直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ
基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０１３０】
　ネマチック相を安定化させるためには、ＲＮ１１、ＲＮ１２、ＲＮ２１、ＲＮ２２、Ｒ
Ｎ３１及びＲＮ３２は、それぞれ独立して炭素原子及び酸素原子の合計が５以下であるこ
とが好ましく、また直鎖状であることが好ましい。
【０１３１】
　アルケニル基としては、式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選ばれ
ることが好ましい。式（Ｒ１）から式（Ｒ５）中の黒点は、アルケニル基が結合している
環構造中の炭素原子を表す。
【０１３２】

【化３０】

【０１３３】
　Δｎを大きくすることが求められる場合には、ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２

２、ＡＮ３１及びＡＮ３２は、それぞれ独立して芳香族であることが好ましい。一方、応
答速度を改善するためには、ＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡ
Ｎ３２は、それぞれ独立して脂肪族であることが好ましく、トランス－１，４－シクロへ
キシレン基、１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基、３－フルオ
ロ－１，４－フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、２，３－ジフ
ルオロ－１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２
．２．２］オクチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル
基、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタ
レン－２，６－ジイル基を表すことが好ましい。
【０１３４】
　中でもＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２はそれぞれ独
立して、下記の構造のいずれかを表すことが好ましい。
【０１３５】
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【化３１】

【０１３６】
　さらにＡＮ１１、ＡＮ１２、ＡＮ２１、ＡＮ２２、ＡＮ３１及びＡＮ３２はそれぞれ独
立して、トランス－１，４－シクロへキシレン基又は１，４－フェニレン基を表すことが
好ましい。
【０１３７】
　ＺＮ１１、ＺＮ１２、ＺＮ２１、ＺＮ２２、ＺＮ３１及びＺＮ３２はそれぞれ独立して
－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合を表すこ
とが好ましく、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－又は単結合が更に好ましく、－ＣＨ２Ｏ
－又は単結合が特に好ましい。
【０１３８】
　ＸＮ２１はフッ素原子が好ましい。
【０１３９】
　ＴＮ３１は酸素原子が好ましい。
【０１４０】
　ｎＮ１１＋ｎＮ１２、ｎＮ２１＋ｎＮ２２及びｎＮ３１＋ｎＮ３２は１又は２が好まし
く、ｎＮ１１が１でありｎＮ１２が０である組み合わせ、ｎＮ１１が２でありｎＮ１２が
０である組み合わせ、ｎＮ１１が１でありｎＮ１２が１である組み合わせ、ｎＮ１１が２
でありｎＮ１２が１である組み合わせ、ｎＮ２１が１でありｎＮ２２が０である組み合わ
せ、ｎＮ２１が２でありｎＮ２２が０である組み合わせ、ｎＮ３１が１でありｎＮ３２が
０である組み合わせ、ｎＮ３１が２でありｎＮ３２が０である組み合わせ、が好ましい。
【０１４１】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｎ－１）中のＺＮ１１およびＺＮ１２の少なくとも１
つが－ＣＨ２Ｏ－を表す化合物、一般式（Ｎ－２）中のＺＮ２１およびＺＮ２２の少なく
とも１つが－ＣＨ２Ｏ－を表す化合物、並びに一般式（Ｎ－３）中のＺＮ３１およびＺＮ

３２の少なくとも１つが－ＣＨ２Ｏ－を表す化合物からなる群から選択される化合物を１
種又は２種以上含有することが好ましい。これらの化合物は、その分子構造内において－
ＣＨ２Ｏ－で表される連結基を有しており、上述した－ＣＨ２Ｏ－で表される連結基を有
する化合物と一般式（Ｈ）で表される光安定化剤との併用による効果を奏することができ
るからである。
【０１４２】
　式（Ｎ－１）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して０質量％であり、１質量％であり、１０質量％であり、２０質量％であり、
３０質量％であり、４０質量％であり、５０質量％であり、５５質量％であり、６０質量
％であり、６５質量％であり、７０質量％であり、７５質量％であり、８０質量％である
。式（Ｎ－１）で表される化合物の含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して９５質量％であり、８５質量％であり、７５質量％であり、６５質量％であ
り、５５質量％であり、４５質量％であり、３５質量％であり、２５質量％であり、２０
質量％である。
【０１４３】
　式（Ｎ－２）で表される化合物の含有量の上限値および下限値、ならびに式（Ｎ－３）
で表される化合物の含有量の上限値および下限値の好ましい値は、それぞれ式（Ｎ－１）
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で表される化合物の含有量の上限値および下限値の好ましい値と同様とすることができる
。
【０１４４】
　本発明の液晶組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は上記の下
限値が低く上限値が低いことが好ましい。さらに、本発明の液晶組成物のＴｎｉを高く保
ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は上記の下限値が低く上限値が低いことが好ま
しい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、上記の下限
値を高く上限値が高いことが好ましい。
【０１４５】
　本発明の液晶組成物は、中でも一般式（Ｎ－１）で表される化合物を１種又は２種以上
含むことが好ましい。一般式（Ｎ－１）で表される化合物として、下記の一般式（Ｎ－１
ａ）から（Ｎ－１ｇ）で表される化合物群を挙げることができる。中で－ＣＨ２Ｏ－で表
される連結基を有することから、一般式（Ｎ－１ｄ）又は（Ｎ－１ｆ）で表される化合物
を１種又は２種以上含むことが好ましく、一般式（Ｎ－１ｄ）で表される化合物を１種又
は２種以上含むことがより好ましい。
【０１４６】
【化３２】

【０１４７】
（式中、ＲＮ１１及びＲＮ１２は一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ
意味を表し、ｎＮａ１１は０又は１を表し、ｎＮｂ１１は１又は２を表し、ｎＮｃ１１は
０又は１を表し、ｎＮｄ１１は１又は２を表し、ｎＮｅ１１は１又は２を表し、ｎＮｆ１
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２は１又は２を表し、ｎＮｇ１１は１又は２を表し、ＡＮｅ１１はトランス－１，４－シ
クロへキシレン基又は１，４－フェニレン基を表し、ＡＮｇ１１はトランス－１，４－シ
クロへキシレン基、１，４－シクロヘキセニレン基又は１，４－フェニレン基を表すが少
なくとも１つは１，４－シクロヘキセニレン基を表し、ＺＮｅ１１は単結合又はエチレン
を表すが分子内に存在する少なくとも１つはエチレンを表し、分子内に複数存在するＡＮ

ｅ１１、ＺＮｅ１１、及び／又はＡＮｇ１１は同一であっても異なっていても良い。）
【０１４８】
　より具体的には、一般式（Ｎ－１）で表される化合物は一般式（Ｎ－１－１）から（Ｎ
－１－２１）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０１４９】
　一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１５０】
【化３３】

【０１５１】
（式中、ＲＮ１１１及びＲＮ１１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０１５２】
　ＲＮ１１１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましく、プロピル基、ペンチル基又はビニル基が好ましい。ＲＮ１１２は炭素原子数１～
５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基
が好ましく、エトキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１５３】
　一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０１５４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を低めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１５５】
　式（Ｎ－１－１）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成
物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％で
あり、１７質量％であり、２０質量％であり、２３質量％であり、２５質量％であり、２
７質量％であり、３０質量％であり、３３質量％であり、３５質量％である。また、上記
含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５０質量％であり、４
０質量％であり、３８質量％であり、３５質量％であり、３３質量％であり、３０質量％
であり、２８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、
１８質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％であり、８質量％
であり、７質量％であり、６質量％であり、５質量％であり、３質量％である。
【０１５６】
　一般式（Ｎ－１－１）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１．１）から式（Ｎ－１－１
．２３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－１
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．１）～（Ｎ－１－１．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－１．
１）及び式（Ｎ－１－１．３）で表される化合物が好ましい。
【０１５７】
【化３４】

【０１５８】
　式（Ｎ－１－１．１）から（Ｎ－１－１．２２）で表される化合物は単独で使用するこ
とも、組み合わせて使用することも可能である。式（Ｎ－１－１．１）から（Ｎ－１－１
．２２）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に
対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％であり、１７
質量％であり、２０質量％であり、２３質量％であり、２５質量％であり、２７質量％で
あり、３０質量％であり、３３質量％であり、３５質量％である。また、上記含有量の上
限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５０質量％であり、４０質量％で
あり、３８質量％であり、３５質量％であり、３３質量％であり、３０質量％であり、２
８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％
であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％であり、８質量％であり、７
質量％であり、６質量％であり、５質量％であり、３質量％である。
【０１５９】
　一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１６０】
【化３５】

【０１６１】
（式中、ＲＮ１２１及びＲＮ１２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０１６２】
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　ＲＮ１２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基又はペンチル基が好ましい。ＲＮ１２２は炭素
原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のア
ルコキシ基が好ましく、メチル基、プロピル基、メトキシ基、エトキシ基又はプロポキシ
基が好ましい。
【０１６３】
　一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０１６４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を低めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１６５】
　式（Ｎ－１－２）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成
物の総量に対して５質量％であり、７質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であ
り、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％であり、２３質量％であり、２５
質量％であり、２７質量％であり、３０質量％であり、３３質量％であり、３５質量％で
あり、３７質量％であり、４０質量％であり、４２質量％である。また、上記含有量の上
限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５０質量％であり、４８質量％で
あり、４５質量％であり、４３質量％であり、４０質量％であり、３８質量％であり、３
５質量％であり、３３質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり、２５質量％
であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質量％であり、
１３質量％であり、１０質量％であり、８質量％であり、７質量％であり、６質量％であ
り、５質量％である。
【０１６６】
　一般式（Ｎ－１－２）で表される化合物は、式（Ｎ－１－２．１）から式（Ｎ－１－２
．２２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－２
．３）から式（Ｎ－１－２．７）、式（Ｎ－１－２．１０）、式（Ｎ－１－２．１１）、
式（Ｎ－１－２．１３）及び式（Ｎ－１－２．２０）で表される化合物であることが好ま
しく、Δεの改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．３）から式（Ｎ－１－２．７）で
表される化合物が好ましく、ＴＮＩの改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．１０）、
式（Ｎ－１－２．１１）及び式（Ｎ－１－２．１３）で表される化合物であることが好ま
しく、応答速度の改良を重視する場合には式（Ｎ－１－２．２０）で表される化合物であ
ることが好ましい。
【０１６７】
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【化３６】

【０１６８】
　式（Ｎ－１－２．１）から式（Ｎ－１－２．２２）で表される化合物は単独で使用する
ことも、組み合わせて使用することも可能である。これら化合物の含有量の下限値は、好
ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質
量％であり、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％であり、２３質量％であ
り、２５質量％であり、２７質量％であり、３０質量％であり、３３質量％であり、３５
質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５
０質量％であり、４０質量％であり、３８質量％であり、３５質量％であり、３３質量％
であり、３０質量％であり、２８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、
２０質量％であり、１８質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量
％であり、８質量％であり、７質量％であり、６質量％であり、５質量％であり、３質量
％である。
【０１６９】
　一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１７０】
【化３７】

【０１７１】
（式中、ＲＮ１３１及びＲＮ１３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０１７２】
　ＲＮ１３１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好
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のアルキル基、炭素原子数３～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が
好ましく、１－プロペニル基、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１７３】
　一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０１７４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１７５】
　一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶
組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量
％であり、１７質量％であり、２０質量％である。また、上記含有量の上限値は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量
％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり
、１５質量％であり、１３質量％である。
【０１７６】
　一般式（Ｎ－１－３）で表される化合物は、式（Ｎ－１－３．１）から式（Ｎ－１－３
．２１）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－３
．１）～（Ｎ－１－３．７）及び式（Ｎ－１－３．２１）で表される化合物群から選ばれ
る化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－３．１）、式（Ｎ－１－３．２）、式（Ｎ
－１－３．３）、式（Ｎ－１－３．４）及び式（Ｎ－１－３．６）で表される化合物群か
ら選ばれる化合物が好ましい。
【０１７７】
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【化３８】

【０１７８】
　式（Ｎ－１－３．１）から式（Ｎ－１－３．４）、式（Ｎ－１－３．６）及び式（Ｎ－
１－３．２１）で表される化合物は単独で使用することも、組み合わせて使用することも
可能であるが、式（Ｎ－１－３．１）及び式（Ｎ－１－３．２）の組み合わせ、式（Ｎ－
１－３．３）、式（Ｎ－１－３．４）及び式（Ｎ－１－３．６）から選ばれる２種又は３
種の組み合わせが好ましい。これら化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶
組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量
％であり、１７質量％であり、２０質量％である。また、上記含有量の上限値は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量
％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり
、１５質量％であり、１３質量％である。
【０１７９】
　一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１８０】
【化３９】

【０１８１】
（式中、ＲＮ１４１及びＲＮ１４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０１８２】
　ＲＮ１４１及びＲＮ１４２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、メチル基
、プロピル基、エトキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０１８３】
　一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
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に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０１８４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を低めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１８５】
　一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶
組成物の総量に対して３質量％であり、５質量％であり、７質量％であり、１０質量％で
あり、１３質量％であり、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上
記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、
３０質量％であり、２８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量
％であり、１８質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１１質量％であり
、１０質量％であり、８質量％である。
【０１８６】
　一般式（Ｎ－１－４）で表される化合物は、式（Ｎ－１－４．１）から式（Ｎ－１－４
．１４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－４
．１）～（Ｎ－１－４．４）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－４．
１）、式（Ｎ－１－４．２）及び式（Ｎ－１－４．４）で表される化合物が好ましい。
【０１８７】
【化４０】

【０１８８】
　式（Ｎ－１－４．１）～（Ｎ－１－４．１４）で表される化合物は単独で使用すること
も、組み合わせて使用することも可能である。これら化合物の含有量の下限値は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して３質量％であり、５質量％であり、７質量％であ
り、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％であり、１７質量％であり、２０
質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して３
５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％
であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、
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【０１８９】
　一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０１９０】
【化４１】

【０１９１】
（式中、ＲＮ１５１及びＲＮ１５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）におけるＲＮ

１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０１９２】
　ＲＮ１５１及びＲＮ１５２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましくエチル基、
プロピル基又はブチル基が好ましい。
【０１９３】
　一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化
合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特
に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められ
る性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一
つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種
類以上である。
【０１９４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を低めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０１９５】
　一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶
組成物の総量に対して５質量％であり、８質量％であり、１０質量％であり、１３質量％
であり、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値
は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３３質量％であり
、３０質量％であり、２８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質
量％であり、１８質量％であり、１５質量％であり、１３質量％である。
【０１９６】
　一般式（Ｎ－１－５）で表される化合物は、式（Ｎ－１－５．１）から式（Ｎ－１－５
．６）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１－５．
１）、式（Ｎ－１－５．２）及び式（Ｎ－１－５．４）で表される化合物が好ましい。
【０１９７】
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【化４２】

【０１９８】
　式（Ｎ－１－５．１）、式（Ｎ－１－５．２）及び式（Ｎ－１－５．４）で表される化
合物は単独で使用することも、組み合わせて使用することも可能である。これら化合物の
含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５質量％であり、８質
量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％であり、１７質量％であ
り、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に
対して３５質量％であり、３３質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり、２
５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質量％
であり、１３質量％である。
【０１９９】
　一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２００】
【化４３】

【０２０１】
（式中、ＲＮ１１０１及びＲＮ１１０２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２０２】
　ＲＮ１１０１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基、ビニル基又は１－プロペニル基が好ましい
。
【０２０３】
　ＲＮ１１０２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、中でも炭素原子数１～４のアルコキシ基が
好ましい。ＲＮ１１０２がアルコキシ基を表す場合、一般式（Ｎ－１－１０）中の２，３
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－ジフルオロ－１，４－フェニレン基はそれぞれ連結基（－ＣＨ２Ｏ－）の酸素原子とＲ
Ｎ１１０２が表すアルコキシ基の酸素原子と結合する構造を取る。このような構造を有す
る化合物は負の誘電率異方性（Δε）を示し、且つ誘電率異方性の絶対値が大きい値を示
すことができる。このため、特に誘電率異方性が負の液晶組成物は、上記化合物を含むこ
とでΔεを高めることができる。本発明においては、上記構造を有する化合物と上記一般
式（Ｈ）で表される光安定化剤とを併用することで、上記構造を有する化合物の光劣化が
抑制され、上記化合物により発揮される誘電率異方性により、高いΔεを示す液晶組成物
を調製することができる。ＲＮ１１０２は、炭素原子数１～４のアルコキシ基の中でも、
エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基がより好ましい。
【０２０４】
　一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２０５】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を低めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２０６】
　一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液
晶組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質
量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは
本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％で
あり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１
５質量％であり、１３質量％である。
【０２０７】
　一般式（Ｎ－１－１０）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１０．１）から式（Ｎ－１
－１０．１４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－１０．１）～（Ｎ－１－１０．５）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－１０．１）及び式（Ｎ－１－１０．２）で表される化合物が好ましい。
【０２０８】
【化４４】
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【０２０９】
　式（Ｎ－１－１０．１）及び式（Ｎ－１－１０．２）で表される化合物は単独で使用す
ることも、組み合わせて使用することも可能である。これらの化合物の含有量の下限値は
、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１
３質量％であり、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量
の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量
％であり、２８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり
、１８質量％であり、１５質量％であり、１３質量％である。
【０２１０】
　一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２１１】
【化４５】

【０２１２】
（式中、ＲＮ１１１１及びＲＮ１１１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２１３】
　ＲＮ１１１１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基、ブチル基、ビニル基又は１－プロペニル基が好ましい
。
【０２１４】
　ＲＮ１１１２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、中でも炭素原子数１～４のアルコキシ基が
好ましい。その理由については、上記一般式（Ｎ－１－１０）中のＲＮ１１０２がアルコ
キシ基を表すことが好ましい理由と同様である。ＲＮ１１１２は、炭素原子数１～４のア
ルコキシ基の中でも、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基がより好ましい。
【０２１５】
　一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２１６】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を低めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２１７】
　一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液
晶組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質
量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは
本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％で
あり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１
５質量％であり、１３質量％である。
【０２１８】
　一般式（Ｎ－１－１１）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１１．１）から式（Ｎ－１
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１－１１．１）～（Ｎ－１－１１．１４）で表される化合物であることが好ましく、式（
Ｎ－１－１１．２及び式（Ｎ－１－１１．４）で表される化合物が好ましい。
【０２１９】
【化４６】

【０２２０】
　式（Ｎ－１－１１．２）及び式（Ｎ－１－１１．４）で表される化合物は単独で使用す
ることも、組み合わせて使用することも可能である。これら化合物の含有量の下限値は、
好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３
質量％であり、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の
上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％
であり、２８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、
１８質量％であり、１５質量％であり、１３質量％である。
【０２２１】
　一般式（Ｎ－１－１２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２２２】
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【化４７】

【０２２３】
（式中、ＲＮ１１２１及びＲＮ１１２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２２４】
　ＲＮ１１２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１２２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２２５】
　一般式（Ｎ－１－１２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２２６】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を低めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２２７】
　一般式（Ｎ－１－１２）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液
晶組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質
量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは
本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％で
あり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１
５質量％であり、１３質量％である。
【０２２８】
　一般式（Ｎ－１－１３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２２９】
【化４８】

【０２３０】
（式中、ＲＮ１１３１及びＲＮ１１３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２３１】
　ＲＮ１１３１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１３２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２３２】
組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度
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、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。
使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類
であり、３種類であり、４種類であり、５種類以上である。
【０２３３】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２３４】
　一般式（Ｎ－１－１３）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液
晶組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質
量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは
本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％で
あり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１
５質量％であり、１３質量％である。
【０２３５】
　一般式（Ｎ－１－１４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２３６】
【化４９】

【０２３７】
（式中、ＲＮ１１４１及びＲＮ１１４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２３８】
　ＲＮ１１４１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１４２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２３９】
　一般式（Ｎ－１－１４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２４０】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を低めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２４１】
　一般式（Ｎ－１－１４）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液
晶組成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質
量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは
本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％で
あり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１
５質量％であり、１３質量％である。
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【０２４２】
　一般式（Ｎ－１－１５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２４３】
【化５０】

【０２４４】
（式中、ＲＮ１１５１及びＲＮ１１５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２４５】
　ＲＮ１１５１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１５２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２４６】
　一般式（Ｎ－１－１５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２４７】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２４８】
　式（Ｎ－１－１５）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％
であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発
明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり
、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質
量％であり、１３質量％である。
【０２４９】
　一般式（Ｎ－１－１６）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２５０】
【化５１】

【０２５１】
（式中、ＲＮ１１６１及びＲＮ１１６２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２５２】
　ＲＮ１１６１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１６２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
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基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２５３】
　一般式（Ｎ－１－１６）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２５４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２５５】
　式（Ｎ－１－１６）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％
であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発
明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり
、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質
量％であり、１３質量％である。
【０２５６】
　一般式（Ｎ－１－１７）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２５７】
【化５２】

【０２５８】
（式中、ＲＮ１１７１及びＲＮ１１７２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２５９】
　ＲＮ１１７１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１７２は炭素原子数１
～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ
基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２６０】
　一般式（Ｎ－１－１７）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２６１】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２６２】
　式（Ｎ－１－１７）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
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であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の下限値は、好ましくは本発
明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり
、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質
量％であり、１３質量％である。
【０２６３】
　一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２６４】
【化５３】

【０２６５】
（式中、ＲＮ１１８１及びＲＮ１１８２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２６６】
　ＲＮ１１８１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が
好ましく、メチル基、エチル基、プロピル基又はブチル基が好ましい。ＲＮ１１８２は炭
素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４の
アルコキシ基が好ましく、エトキシ基、プロポキシ基又はブトキシ基が好ましい。
【０２６７】
　一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２６８】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２６９】
　式（Ｎ－１－１８）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％
であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発
明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり
、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質
量％であり、１３質量％である。
【０２７０】
　一般式（Ｎ－１－１８）で表される化合物は、式（Ｎ－１－１８．１）から式（Ｎ－１
－１８．５）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－１
－１８．１）～（Ｎ－１－１８．３）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－１８．２）及び式（Ｎ－１－１８．３）で表される化合物が好ましい。
【０２７１】
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【化５４】

【０２７２】
　一般式（Ｎ－１－２０）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２７３】

【化５５】

【０２７４】
（式中、ＲＮ１２０１及びＲＮ１２０２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２７５】
　ＲＮ１２０１及びＲＮ１２０２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０２７６】
　一般式（Ｎ－１－２０）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２７７】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２７８】
　式（Ｎ－１－２０）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％
であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発



(54) JP 2021-84949 A 2021.6.3

10

20

30

40

50

明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり
、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質
量％であり、１３質量％である。
【０２７９】
　一般式（Ｎ－１－２１）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２８０】
【化５６】

【０２８１】
（式中、ＲＮ１２１１及びＲＮ１２１２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２８２】
　ＲＮ１２１１及びＲＮ１２１２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又
は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０２８３】
　一般式（Ｎ－１－２１）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２８４】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２８５】
　式（Ｎ－１－２１）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％
であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発
明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり
、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質
量％であり、１３質量％である。
【０２８６】
　一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０２８７】
【化５７】

【０２８８】
（式中、ＲＮ１２２１及びＲＮ１２２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｎ－１）における
ＲＮ１１及びＲＮ１２と同じ意味を表す。）
【０２８９】
　ＲＮ１２２１及びＲＮ１２２２はそれぞれ独立して、炭素原子数１～５のアルキル基又



(55) JP 2021-84949 A 2021.6.3

10

20

は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましく、エチル基、プロピル基又はブチル基が好
ましい。
【０２９０】
　一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の
化合物を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に
特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求めら
れる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の
一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５
種類以上である。
【０２９１】
　Δεの改善を重視する場合には含有量を高めに設定することが好ましく、低温での溶解
性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、ＴＮＩを重視する場合は含有
量を高めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性を改良する場合は、含
有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０２９２】
　式（Ｎ－１－２１）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して１質量％であり、５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％で
あり、１５質量％であり、１７質量％であり２０質量％である。上記含有量の上限値は、
好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して３５質量％であり、３０質量％であり、２
８質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％
であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％であり、５質量％である。
【０２９３】
　一般式（Ｎ－１－２２）で表される化合物は、式（Ｎ－１－２２．１）から式（Ｎ－１
－２２．１２）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｎ－
１－２２．１）～（Ｎ－１－２２．５）で表される化合物であることが好ましく、式（Ｎ
－１－２２．１）～（Ｎ－１－２２．４）で表される化合物が好ましい。
【０２９４】
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【化５８】

【０２９５】
［２］一般式（ＩＩ）で表される化合物の第二態様
　一般式（ＩＩ）で表される化合物の第二態様（以下、第二態様の化合物とする場合があ
る。）は、誘電率異方性（Δε）が正の液晶化合物である。第二態様の化合物は、Δεが
２より大きいことが好ましい。
【０２９６】
　このような第二態様の化合物としては、下記の一般式（Ｍ）及び一般式（Ｋ）で表され
る化合物群から選択される化合物を挙げることができる。
【０２９７】
【化５９】
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【０２９８】
（式中、ＲＭ１及びＲＫ１は、それぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、
該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝Ｃ
Ｈ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されてい
てもよく、
ｎＭ１及びｎＫ１は、それぞれ独立して０、１、２、３又は４を表し、
ＡＭ１及びＡＭ２並びにＡＫ１及びＡＫ２はそれぞれ独立して、
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－又は－Ｓ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）及び基（ｂ）上の水素原子はそれぞれ
独立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
ＺＭ１及びＺＭ２並びにＺＫ１及びＺＫ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－
、－（ＣＨ２）４－、－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－Ｃ
ＯＯ－、－ＯＣＯ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
一般式（Ｍ）においてｎＭ１が２、３又は４であってＡＭ２およびＺＭ１がそれぞれ複数
存在する場合は、複数のＡＭ２およびＺＭ１はそれぞれ同一であっても異なっていても良
く、
一般式（Ｋ）においてｎＫ１が２、３又は４であってＡＫ２およびＺＫ１がそれぞれ複数
存在する場合は、複数のＡＫ２およびＺＫ１はそれぞれ同一であっても異なっていても良
く、
ＸＭ１及びＸＭ３並びにＸＫ１及びＸＫ３は、それぞれ独立して水素原子、塩素原子又は
フッ素原子を表し、
ＸＭ２及びＸＫ２は、それぞれ独立して水素原子、フッ素原子、塩素原子、シアノ基、ト
リフルオロメチル基、フルオロメトキシ基、ジフルオロメトキシ基、トリフルオロメトキ
シ基又は２，２，２－トリフルオロエチル基を表す。）
【０２９９】
　本発明の液晶組成物が、２５℃における誘電率異方性（Δε）が正の値を有する場合、
本発明の液晶組成物は、一般式（Ｍ）及び一般式（Ｋ）で表される化合物群から選択され
る化合物を１種又は２種以上含有することが好ましい。
【０３００】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｍ）中のＺＭ１及びＺＭ２の少なくとも１つが－ＣＨ

２Ｏ－を表す化合物、並びに一般式（Ｋ）中のＺＫ１及びＺＫ２少なくとも１つが－ＣＨ

２Ｏ－を表す化合物からなる群から選択される化合物を１種又は２種以上含有することが
好ましい。これらの化合物は、その分子構造内において、－ＣＨ２Ｏ－で表される連結基
を有しており、上述した－ＣＨ２Ｏ－で表される連結基を有する化合物と一般式（Ｈ）で
表される光安定化剤との併用による効果を奏することができるからである。
【０３０１】
　本発明の液晶組成物において、一般式（Ｍ）および一般式（Ｋ）で表される化合物群か
ら選択される化合物の総含有量は、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折
率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電率異方性などの求められる性能に応じて適
宜調整することができる。
【０３０２】
　一般式（Ｍ）および一般式（Ｋ）で表される化合物群から選択される化合物の総含有量
の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して１質量％であり、１０質量％
であり、２０質量％であり、３０質量％であり、４０質量％であり、５０質量％であり、
５５質量％であり、６０質量％であり、６５質量％であり、７０質量％であり、７５質量
％であり、８０質量％であり、一方、上記総含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶
組成物の総量に対して９５質量％であり、８５質量％であり、７５質量％であり、６５質
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量％であり、５５質量％であり、４５質量％であり、３５質量％であり、２５質量％であ
る。
【０３０３】
　本発明の液晶組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は、一般式
（Ｍ）および一般式（Ｋ）で表される化合物群から選択される化合物の総含有量は、下限
値を低めにして上限値を低めにすることが好ましい。本発明の液晶組成物のＴｎｉを高く
保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合、一般式（Ｍ）および一般式（Ｋ）で表され
る化合物群から選択される化合物の総含有量は、下限値を低めにして上限値を低めにする
ことが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、
一般式（Ｍ）および一般式（Ｋ）で表される化合物群から選択される化合物の総含有量は
、下限値を高めにして上限値を高めにすることが好ましい。
【０３０４】
　以下、一般式（Ｍ）及び一般式（Ｋ）で表される化合物について、それぞれ説明する。
【０３０５】
＜一般式（Ｍ）で表される化合物＞
　一般式（Ｍ）中、ＲＭ１は、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数１～８のアル
コキシ基、炭素原子数２～８のアルケニル基又は炭素原子数２～８のアルケニルオキシ基
が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５のアルコキシ基、炭素原
子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキシ基が好ましく、炭素
原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が更に好ましく、炭素原
子数２～５のアルキル基又は炭素原子数２～３のアルケニル基が更に好ましく、炭素原子
数３のアルケニル基（プロペニル基）が特に好ましい。
【０３０６】
　また、ＲＭ１は、信頼性を重視する場合にはアルキル基であることが好ましく、粘性の
低下を重視する場合にはアルケニル基であることが好ましい。
【０３０７】
　また、ＲＭ１が結合するＡＭ１の環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、ＲＭ

１は直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基
及び炭素原子数４～５のアルケニル基が好ましい。一方、ＲＭ１が結合するＡＭ１の環構
造がシクロヘキサン、ピラン及びジオキサンなどの飽和した環構造の場合には、ＲＭ１は
直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び
直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０３０８】
　ＲＭ１は、ネマチック相を安定化させるためには、炭素原子及び酸素原子の合計が５以
下であることが好ましく、直鎖状であることが好ましい。
【０３０９】
　アルケニル基は、上記「［１］一般式（ＩＩ）で表される化合物の第一態様」の項で説
明した式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選択されることが好ましい
。
【０３１０】
　Δｎを大きくすることが求められる場合には、ＡＭ１及びＡＭ２はそれぞれ独立して芳
香族であることが好ましい。また、応答速度を改善するためには、ＡＭ１及びＡＭ２はそ
れぞれ独立して脂肪族であることが好ましく、トランス－１，４－シクロへキシレン基、
１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－
フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、２，３－ジフルオロ－１，
４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２］オ
クチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒド
ロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６
－ジイル基を表すことが好ましい。
【０３１１】
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　中でもＡＭ１及びＡＭ２は、それぞれ独立して下記の構造のいずれかを表すことがより
好ましい。
【０３１２】
【化６０】

【０３１３】
　さらにＡＭ１及びＡＭ２は、それぞれ独立して下記の構造のいずれかを表すことが好ま
しい。
【０３１４】

【化６１】

【０３１５】
　ＺＭ１及びＺＭ２はそれぞれ独立して－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合を表すことが好ましく、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
又は単結合が更に好ましく、－ＣＦ２Ｏ－又は単結合が特に好ましい。
【０３１６】
　ｎＭ１は、０、１、２又は３を表すことが好ましく、０、１又は２を表すことが好まし
い。Δεの改善に重点を置く場合には、ｎＭ１は、０又は１を表すことが好ましく、Ｔｎ
ｉを重視する場合には、ｎＭ１は、１又は２を表すことが好ましい。
【０３１７】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり
、３種類である。またさらに、本発明の別の実施形態では４種類であり、５種類であり、
６種類であり、７種類以上である。
【０３１８】
　本発明の液晶組成物において、一般式（Ｍ）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０３１９】
　一般式（Ｍ）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して０質量％であり、１質量％であり、１０質量％であり、２０質量％であり、
３０質量％であり、４０質量％であり、５０質量％であり、５５質量％であり、６０質量
％であり、６５質量％であり、７０質量％であり、７５質量％であり、８０質量％である
。一般式（Ｍ）で表される化合物の含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して９５質量％であり、８５質量％であり、７５質量％であり、６５質量％であ
り、５５質量％であり、４５質量％であり、３５質量％であり、２５質量％である。
【０３２０】
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　本発明の液晶組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は、一般式
（Ｍ）で表される化合物の含有量は、下限値を低めにし、上限値を低めにすることが好ま
しい。本発明の液晶組成物のＴｎｉを高く保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は
、一般式（Ｍ）で表される化合物の含有量は、下限値を低めにし、上限値を低めにするこ
とが好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、一
般式（Ｍ）で表される化合物の含有量は、下限値を高めにし、上限値を高めにすることが
好ましい。
【０３２１】
　一般式（Ｍ）で表される液晶化合物は、下記一般式（Ｍ－１）及び一般式（Ｍ－２）で
表される化合物群から選択されることが好ましい。
【０３２２】
【化６２】

【０３２３】
（式中、Ｒ３１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、
Ｘ３１及びＸ３２はそれぞれ独立して水素原子又はフッ素原子を表し、
Ｙ３１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表し、
Ｍ３１からＭ３３はそれぞれ独立して、トランス－１，４－シクロへキシレン基又は１，
４－フェニレン基を表し、該トランス－１，４－シクロへキシレン基中の１つ又は２つの
－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－で置換されていてもよく、該フェ
ニレン基中の１つ又は２つの水素原子はフッ素原子で置換されていてもよく、
ｎ３１及びｎ３２はそれぞれ独立して０、１又は２を表し、
ｎ３１＋ｎ３２は、１、２又は３を表す。）
【０３２４】
　中でも本発明の液晶組成物は、一般式（Ｍ－２）で表される化合物を１種類以上含むこ
とが好ましい。一般式（Ｍ－２）で表される化合物は、その分子構造内において、－ＣＨ

２Ｏ－で表される連結基を介して隣接する２つの環構造が連結された構造を有しており、
上述した－ＣＨ２Ｏ－で表される連結基を有する化合物と一般式（Ｈ）で表される光安定
化剤との併用による効果を奏することができるからである。
【０３２５】
　一般式（Ｍ－１）で表される液晶化合物は、具体的には下記一般式（Ｍ－１－ａ）から
一般式（Ｍ－１－ｆ）で表される化合物が好ましい。
【０３２６】
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【化６３】

【０３２７】
（式中、Ｒ３１、Ｘ３１、Ｘ３２及びＹ３１は、それぞれ一般式（Ｍ）中のＲ３１、Ｘ３

１、Ｘ３２及びＹ３１と同じ意味を表し、Ｘ３４からＸ３９はそれぞれ独立して水素原子
又はフッ素原子を表す。）
【０３２８】
　一般式（Ｍ－２）で表される液晶化合物は、具体的には下記一般式（Ｍ－２－ａ）から
一般式（Ｍ－２－ｎ）で表される化合物が好ましい。
【０３２９】
【化６４】

【０３３０】
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【０３３１】
（式中、Ｒ３１、Ｘ３１、Ｘ３２及びＹ３１は、それぞれ一般式（Ｍ）中のＲ３１、Ｘ３

１、Ｘ３２及びＹ３１と同じ意味を表し、Ｘ３４からＸ３９はそれぞれ独立して水素原子
又はフッ素原子を表す。）
【０３３２】
　また、一般式（Ｍ）で表される液晶化合物は、具体的には下記一般式（Ｍ－３）から一
般式（Ｍ－２６）で表される化合物が好ましい。
【０３３３】
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【化６７】

【０３３５】
（式中、Ｒ３１、Ｘ３１、Ｘ３２及びＹ３１は、それぞれ一般式（Ｍ）中のＲ３１、Ｘ３

１、Ｘ３２及びＹ３１と同じ意味を表し、Ｘ３４からＸ３９はそれぞれ独立して水素原子
又はフッ素原子を表す。）
【０３３６】
＜２＞一般式（Ｋ）で表される化合物
　一般式（Ｋ）中、ＲＫ１は、炭素原子数１～８のアルキル基、炭素原子数１～８のアル
コキシ基、炭素原子数２～８のアルケニル基又は炭素原子数２～８のアルケニルオキシ基
が好ましく、炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数１～５のアルコキシ基、炭素原
子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数２～５のアルケニルオキシ基が好ましく、炭素
原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が更に好ましく、炭素原
子数２～５のアルキル基又は炭素原子数２～３のアルケニル基が更に好ましく、炭素原子
数３のアルケニル基（プロペニル基）が特に好ましい。
【０３３７】
　ＲＫ１は、信頼性を重視する場合にはアルキル基であることが好ましく、粘性の低下を
重視する場合にはアルケニル基であることが好ましい。
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【０３３８】
　ＲＫ１が結合するＡＫ１の環構造がフェニル基（芳香族）である場合には、ＲＫ１は直
鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び炭
素原子数４～５のアルケニル基が好ましい。一方、ＲＫ１が結合するＡＫ１の環構造がシ
クロヘキサン、ピラン及びジオキサンなどの飽和した環構造の場合には、ＲＫ１は直鎖状
の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基及び直鎖状
の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０３３９】
　ネマチック相を安定化させるためには、ＲＫ１は炭素原子及び酸素原子の合計が５以下
であることが好ましく、このときＲＫ１は直鎖状であることが好ましい。
【０３４０】
　ＲＫ１がアルケニル基を表す場合、上記アルケニル基は、上記「［１］一般式（ＩＩ）
で表される化合物の第一態様」の項で説明した式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表
される基から選択されることが好ましい。
【０３４１】
　Δｎを大きくすることが求められる場合には、ＡＫ１及びＡＫ２はそれぞれ独立して芳
香族であることが好ましい。また、応答速度を改善するためには、ＡＫ１及びＡＫ２はそ
れぞれ独立して脂肪族であることが好ましく、トランス－１，４－シクロへキシレン基、
１，４－フェニレン基、２－フルオロ－１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－
フェニレン基、３，５－ジフルオロ－１，４－フェニレン基、２，３－ジフルオロ－１，
４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２］オ
クチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカヒド
ロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６
－ジイル基を表すことが好ましい。
【０３４２】
　中でもＡＫ１及びＡＫ２は、それぞれ独立して下記の構造のいずれかを表すことが好ま
しい。
【０３４３】

【化６８】

【０３４４】
　さらにＡＫ１及びＡＫ２は、それぞれ独立して下記の構造のいずれかを表すことが好ま
しい。
【０３４５】
【化６９】

【０３４６】
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　ＺＫ１及びＺＫ２はそれぞれ独立して－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
、－ＣＦ２ＣＦ２－又は単結合を表すことが好ましく、－ＣＦ２Ｏ－、－ＣＨ２ＣＨ２－
又は単結合が更に好ましく、－ＣＦ２Ｏ－又は単結合が特に好ましい。
【０３４７】
　ｎＫ１は、０、１、２又は３を表すことが好ましく、０、１又は２を表すことが好まし
い。Δεの改善に重点を置く場合には、ｎＫ１は０又は１を表すことが好ましく、Ｔｎｉ
を重視する場合には、ｎＫ１は１又は２を表すことが好ましい。
【０３４８】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて組み合わせて使用する。使用す
る化合物の種類は、例えば１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、
５種類であり、６種類であり、７種類以上である。
【０３４９】
　本発明の液晶組成物において、一般式（Ｋ）で表される化合物の含有量は、低温での溶
解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電
率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０３５０】
　一般式（Ｋ）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、１０質量％であり、２０質量％であり、３０質量％であり
、４０質量％であり、５０質量％であり、５５質量％であり、６０質量％であり、６５質
量％であり、７０質量％であり、７５質量％であり、８０質量％である。一般式（Ｋ）で
表される化合物の含有量の上限値は、本発明の液晶組成物の総量に対して好ましく９５質
量％であり、８５質量％であり、７５質量％であり、６５質量％であり、５５質量％であ
り、４５質量％であり、３５質量％であり、２５質量％である。
【０３５１】
　本発明の液晶組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は一般式（
Ｋ）で表される化合物の含有量は、下限値を低めにし、上限値を低めにすることが好まし
い。本発明の液晶組成物のＴｎｉを高く保ち、温度安定性の良い組成物が必要な場合は、
一般式（Ｋ）で表される化合物の含有量は、下限値を低めにし、上限値を低めにすること
が好ましい。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、一般
式（Ｋ）で表される化合物の含有量は、下限値を高めにし、上限値を高めにすることが好
ましい。
【０３５２】
　一般式（Ｋ）で表される液晶化合物は、下記一般式（Ｋ－１）及び一般式（Ｋ－２）で
表される化合物群から選択されることが好ましい。
【０３５３】
【化７０】

【０３５４】
（式中、Ｒ４１は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数２～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基を表し、
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Ｙ４１はフッ素原子又はＯＣＦ３を表し、
Ｍ４１からＭ４３はそれぞれ独立して、トランス－１，４－シクロへキシレン基又は１，
４－フェニレン基を表し、該トランス－１，４－シクロへキシレン基中の１つ又は２つの
－ＣＨ２－は酸素原子が直接隣接しないように、－Ｏ－で置換されていてもよく、該フェ
ニレン基中の１つ又は２つの水素原子はフッ素原子で置換されていてもよく、
ｎ４１及びｎ４２はそれぞれ独立して０、１又は２を表し、ｎ４１＋ｎ４２は、１、２又
は３を表す。）
【０３５５】
　中でも本発明の液晶組成物は、一般式（Ｋ－２）で表される化合物を１種類以上含むこ
とが好ましい。一般式（Ｋ－２）で表される化合物は、その分子構造内において、－ＣＨ

２Ｏ－で表される連結基を介して隣接する２つの環構造が連結された構造を有しており、
上述した－ＣＨ２Ｏ－で表される連結基を有する化合物と一般式（Ｈ）で表される光安定
化剤との併用による効果を奏することができるからである。
【０３５６】
　一般式（Ｋ－１）で表される液晶化合物は、具体的には下記一般式（Ｋ－１－ａ）から
一般式（Ｋ－１－ｄ）で表される化合物が好ましい。
【０３５７】
【化７１】

【０３５８】
（式中、Ｒ４１、Ｘ４１、Ｘ４２及びＹ４１は一般式（Ｋ）中のＲ４１、Ｘ４１、Ｘ４２

及びＹ４１と同じ意味を表し、Ｘ４４～Ｘ４９はそれぞれ独立して水素原子又はフッ素原
子を表す。）
【０３５９】
　一般式（Ｋ－２）で表される液晶化合物は、具体的には下記一般式（Ｋ－２－ａ）から
一般式（Ｋ－２－ｇ）で表される化合物が好ましい。
【０３６０】
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【化７２】

【０３６１】
（式中、Ｒ４１、Ｘ４１、Ｘ４２及びＹ４１は一般式（Ｋ）中のＲ４１、Ｘ４１、Ｘ４２

及びＹ４１と同じ意味を表し、Ｘ４４～Ｘ４９はそれぞれ独立して水素原子又はフッ素原
子を表す。）
【０３６２】
　また、一般式（Ｋ）で表される液晶化合物は、具体的には下記一般式（Ｋ－３）から一
般式（Ｋ－５）であることが好ましい。
【０３６３】
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【化７３】

【０３６４】
（式中、Ｒ４１、Ｘ４１、Ｘ４２及びＹ４１は一般式（Ｋ）中のＲ４１、Ｘ４１、Ｘ４２

及びＹ４１と同じ意味を表し、Ｘ４４～Ｘ４９はそれぞれ独立して水素原子又はフッ素原
子を表す。）
【０３６５】
［３］一般式（ＩＩ）で表される化合物の第三態様
　一般式（ＩＩ）で表される化合物の第三態様（以下、第三態様の化合物とする。）は、
誘電率異方性が０程度である化合物、いわゆる非極性液晶化合物である。第三態様の化合
物は、２５℃における誘電率異方性（Δε）の値が－２以上２以下であることが好ましい
。
【０３６６】
　第三態様の化合物は、下記一般式（Ｌ）で表される化合物とすることができる。すなわ
ち本発明の液晶組成物は、一般式（Ｌ）で表される化合物を１種類又は２種類以上含有す
ることが好ましい。
【０３６７】
【化７４】

【０３６８】
（式中、ＲＬ１及びＲＬ２はそれぞれ独立して炭素原子数１～８のアルキル基を表し、該
アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ
－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていて
もよく、
ｎＬ１は０、１、２又は３を表し、
ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３はそれぞれ独立して
（ａ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接し
ていない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）及び
（ｂ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していない
２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）
（ｃ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基又はデカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基（ナフタレン－２，６－ジ
イル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２，６－ジイル基中に存在する１
個の－ＣＨ＝又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良い。
）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａ）、基（ｂ）及び基（ｃ）はそれぞれ独
立してシアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されていても良く、
ＺＬ１及びＺＬ２はそれぞれ独立して単結合、－ＣＨ２ＣＨ２－、－（ＣＨ２）４－、－
ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－
ＣＨ＝Ｎ－Ｎ＝ＣＨ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－又は－Ｃ≡Ｃ－を表し、
ｎＬ１が２又は３であってＡＬ２が複数存在する場合は、それらは同一であっても異なっ
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ていても良く、ｎＬ１が２又は３であってＺＬ３が複数存在する場合は、それらは同一で
あっても異なっていても良い。
ただし一般式（Ｍ）および（Ｋ）で表される化合物、並びに一般式（Ｎ－１）、（Ｎ－２
）及び（Ｎ－３）で表される化合物を除く。）
【０３６９】
　一般式（Ｌ）で表される化合物は、誘電的にほぼ中性の化合物（２５℃におけるΔεの
値が－２以上２以下）に該当する。このため、一般式（Ｌ）で表される化合物は、分子内
に有するハロゲン等の極性基の個数が２個以下であることが好ましく、１個以下であるこ
とが好ましく、ハロゲン等の極性基を有さないことが好ましい。
【０３７０】
　一般式（Ｌ）で表される化合物は、単独で用いてもよいが、組み合わせて使用すること
もできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性
、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの所望の性能に応じて適宜組み合わせて使用
する。使用する化合物の種類は、例えば１種類であり、２種類であり、３種類であり、４
種類であり、５種類であり、６種類であり、７種類であり、８種類であり、９種類であり
、１０種類以上である。
【０３７１】
　一般式（Ｌ）で表される化合物の含有量は、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼
性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、誘電率異方性などの求められる性能
に応じて適宜調整する必要がある。一般式（Ｌ）で表される化合物の含有量の下限値は、
好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して１質量％であり、１０質量％であり、２０
質量％であり、３０質量％であり、４０質量％であり、５０質量％であり、５５質量％で
あり、６０質量％であり、６５質量％であり、７０質量％であり、７５質量％であり、８
０質量％である。一般式（Ｌ）で表される化合物の含有量の上限値は、好ましくは本発明
の液晶組成物の総量に対して９５質量％であり、８５質量％であり、７５質量％であり、
６５質量％であり、５５質量％であり、４５質量％であり、３５質量％であり、２５質量
％である。
【０３７２】
　本発明の液晶組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い液晶組成物が必要な場合は、一
般式（Ｌ）で表される化合物の含有量は、下限値が高く上限値が高いことが好ましい。ま
た、本発明の液晶組成物のＴｎｉを高く保ち、温度安定性の良い液晶組成物が必要な場合
は、一般式（Ｌ）で表される化合物の含有量は、下限値が高く上限値が高いことが好まし
い。駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、一般式（Ｌ）で表さ
れる化合物の含有量は、下限値が低く上限値が低いことが好ましい。
【０３７３】
　ＲＬ１及びＲＬ２は、信頼性を重視する場合には、ともにアルキル基であることが好ま
しく、化合物の揮発性を低減させることを重視する場合にはアルコキシ基であることが好
ましく、粘性の低下を重視する場合には少なくとも一方はアルケニル基であることが好ま
しい。
【０３７４】
　ＲＬ１及びＲＬ２は、それらが結合するＡＬ１及びＡＬ３の環構造がフェニル基（芳香
族）である場合には、それぞれ独立して直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状
の炭素原子数１～４のアルコキシ基又は炭素原子数４～５のアルケニル基が好ましい。ま
た、ＲＬ１及びＲＬ２は、それらが結合するＡＬ１及びＡＬ３の環構造がシクロヘキサン
、ピラン及びジオキサンなどの飽和した環構造の場合には、それぞれ独立して直鎖状の炭
素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ基又は直鎖状の炭
素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。また、ネマチック相を安定化させるためには
、ＲＬ１及びＲＬ２は、それぞれ独立して、炭素原子及び酸素原子の合計が５以下である
ことが好ましく、このとき直鎖状であることが好ましい。
【０３７５】
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　アルケニル基は、上記「［１］一般式（ＩＩ）で表される化合物の第一態様」の項で説
明した式（Ｒ１）から式（Ｒ５）のいずれかで表される基から選択されることが好ましい
。
【０３７６】
　ｎＬ１は、応答速度を重視する場合には０が好ましく、ネマチック相の上限温度を改善
するためには２又は３が好ましく、これらのバランスをとるためには１が好ましい。また
、液晶組成物として求められる特性を満たすためには、ｎＬ１が異なる値の一般式（Ｌ）
で表される化合物を組み合わせることが好ましい。
【０３７７】
　ＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３は、Δｎを大きくすることが求められる場合には芳香族であ
ることが好ましく、応答速度を改善するためには脂肪族であることが好ましく、それぞれ
独立してトランス－１，４－シクロへキシレン基、１，４－フェニレン基、２－フルオロ
－１，４－フェニレン基、３－フルオロ－１，４－フェニレン基、３，５－ジフルオロ－
１，４－フェニレン基、１，４－シクロヘキセニレン基、１，４－ビシクロ［２．２．２
］オクチレン基、ピペリジン－１，４－ジイル基、ナフタレン－２，６－ジイル基、デカ
ヒドロナフタレン－２，６－ジイル基又は１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－２
，６－ジイル基を表すことが好ましい。
【０３７８】
　中でもＡＬ１、ＡＬ２及びＡＬ３は、それぞれ独立して下記の構造を表すことがより好
ましく、トランス－１，４－シクロへキシレン基又は１，４－フェニレン基を表すことが
より好ましい。
【０３７９】
【化７５】

【０３８０】
　ＺＬ１及びＺＬ２は応答速度を重視する場合には単結合であることが好ましい。
【０３８１】
　一般式（Ｌ）で表される化合物は、分子内に存在するハロゲン原子が０、１、２又は３
個であることが好ましく、０又は１個であることが好ましく、他の液晶分子との相溶性を
重視する場合には１個が好ましい。
【０３８２】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｌ）で表される化合物として、一般式（Ｌ－１Ａ）で
表される化合物を１種または２種以上含むことが好ましい。
【０３８３】
【化７６】

【０３８４】
（上記一般式（Ｌ－１Ａ）中、Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａはそれぞれ独立して、炭素原子数１
～８のアルキル基を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそ
れぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣ
Ｏ－によって置換されていてもよいが、Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａの少なくとも一方は、該ア
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に置換されている。）
【０３８５】
　一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物は、Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａの少なくとも一方が、
アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－がそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ
－に置換されている基を表す。すなわち、一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物は、Ｒｉ

１Ａ及びＲｉ２Ａの少なくとも一方が、炭素原子数２～８アルケニル基を表す。
【０３８６】
　一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物は、アルケニル基を有することから液晶組成物の
粘度および応答時間を低下することができるが、一方で信頼性および安定性を低下してし
まうことが知られている。特にアルケニル基を有する化合物は、ＵＶ照射を受けると劣化
して不純物を発生しやすく、該不純物によりＶＨＲの低下を引き起こすことが知られてい
る。これに対し、本発明の液晶組成物は、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤を含むこと
から、一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物の光劣化により生じた不純物が、一般式（Ｈ
）で表される光安定化剤により捕集されるため、信頼性および安定性の低下を抑制するこ
とができ、また、一般式（Ｌ－１Ａ）の含有量を増やして粘度や応答速度をより下げるこ
とができる。これにより、本発明の液晶組成物は、高Δεおよび低粘度を示し、高速応答
性および高安定性を達成することが可能となる。
【０３８７】
　中でもＲｉ１Ａ及びＲｉ２Ａの少なくとも一方は、上述した式（Ｒ１）から式（Ｒ５）
のいずれかで表されることが好ましい。また、Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａは、一方のみがアル
ケニル基であってもよく、Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａの両方がアルケニル基であってもよい。
Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａが共にアルケニル基である場合、Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａは同一であ
ってもよく異なってもよい。
【０３８８】
　Ｒｉ１Ａ及びＲｉ２Ａの少なくとも一方は、中でも炭素原子数が２～５のアルケニル基
を表すことが好ましい。
【０３８９】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物を少なくとも１種類含む
ことが好ましい。２種類以上を組み合わせて含んでいてもよい。組み合わせることができ
る化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈
折率などの求められる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は
、例えば１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以上である
。
【０３９０】
　一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり
、７質量％であり、１０質量％であり、１５質量％であり、２０質量％であり、２５質量
％であり、３０質量％であり、３５質量％であり、４０質量％であり、４５質量％であり
、５０質量％であり、５５質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液
晶組成物の総量に対して７０質量％であり、６５質量％であり、６０質量％であり、５５
質量％であり、５０質量％であり、４５質量％であり、４０質量％であり、３５質量％で
あり、３０質量％であり、２５質量％である。
【０３９１】
　一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物は一般式（Ｌ－１Ａ－１）で表される化合物群か
ら選ばれる化合物であることが好ましい。
【０３９２】
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【化７７】

【０３９３】
（式中ＲＬ１２Aは一般式（Ｌ－１Ａ）における意味と同じ意味を表す。）
【０３９４】
　一般式（Ｌ－１Ａ－１）で表される化合物は、式（Ｌ－１Ａ－１．１）から式（Ｌ－１
Ａ－１．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－１
Ａ－１．２）又は式（Ｌ－１Ａ－１．３）で表される化合物であることが好ましく、特に
、式（Ｌ－１Ａ－１．３）で表される化合物であることが好ましい。
【０３９５】
【化７８】

【０３９６】
　式（Ｌ－１Ａ－１）で表される化合物の好ましい含有量の下限値は、本発明の液晶組成
物の総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、
７質量％であり、１０質量％である。好ましい含有量の上限値は、本発明の液晶組成物の
総量に対して２０質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％であ
り、８質量％であり、７質量％であり、６質量％であり、５質量％であり、３質量％であ
る。中でも式（Ｌ－１Ａ－３）で表される化合物が、上記下限値および上記上限値の範囲
内で含有されることが好ましい。
【０３９７】
　一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物は一般式（Ｌ－１Ａ－２）で表される化合物群か
ら選ばれる化合物であることが好ましい。
【０３９８】
【化７９】

【０３９９】
（式中ＲＬ１２Ａは一般式（Ｌ－１Ａ）における意味と同じ意味を表す。）
【０４００】
　式（Ｌ－１Ａ－２）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して１質量％であり、５質量％であり、１０質量％であり、１５質量％で
あり、１７質量％であり、２０質量％であり、２３質量％であり、２５質量％であり、２
７質量％であり、３０質量％であり、３５質量％である。上記含有量の上限値は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して６０質量％であり、５５質量％であり、５０質量
％であり、４５質量％であり、４２質量％であり、４０質量％であり、３８質量％であり
、３５質量％であり、３３質量％であり、３０質量％である。
【０４０１】
　一般式（Ｌ－１Ａ－２）で表される化合物は、式（Ｌ－１Ａ－２．１）から式（Ｌ－１
Ａ－２．４）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－１
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Ａ－２．２）から式（Ｌ－１Ａ－２．４）で表される化合物であることが好ましい。特に
、式（Ｌ－１Ａ－２．２）で表される化合物は本発明の液晶組成物の応答速度を特に改善
するため好ましい。また、応答速度よりも高いＴｎｉを求めるときは、式（Ｌ－１Ａ－２
．３）又は式（Ｌ－１Ａ－２．４）で表される化合物を用いることが好ましい。式（Ｌ－
１Ａ－２．３）及び式（Ｌ－１Ａ－２．４）で表される化合物の含有量は、低温での溶解
度を良くするために３０質量％以上にすることは好ましくない。
【０４０２】
【化８０】

【０４０３】
　本発明の液晶組成物が式（Ｌ－１Ａ－２．２）で表される化合物を含む場合、式（Ｌ－
１Ａ－２．２）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１０質量％であり、１５質量％であり、１８質量％であり、２０質量％であ
り、２３質量％であり、２５質量％であり、２７質量％であり、３０質量％であり、３３
質量％であり、３５質量％であり、３８質量％であり、４０質量％である。上記含有量の
上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して６０質量％であり、５５質量％
であり、５０質量％であり、４５質量％であり、４３質量％であり、４０質量％であり、
３８質量％であり、３５質量％であり、３２質量％であり、３０質量％であり、２７質量
％であり、２５質量％であり、２２質量％である。
【０４０４】
　本発明の液晶組成物は、式（Ｌ－１Ａ－１．３）で表される化合物及び式（Ｌ－１Ａ－
２．２）で表される化合物を同時に含むことが好ましい。式（Ｌ－１Ａ－１．３）で表さ
れる化合物及び式（Ｌ－１Ａ－２．２）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましく
は本発明の液晶組成物の総量に対して１０質量％であり、１５質量％であり、２０質量％
であり、２５質量％であり、２７質量％であり、３０質量％であり、３５質量％であり、
４０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対し
て６０質量％であり、５５質量％であり、５０質量％であり、４５質量％であり、４３質
量％であり、４０質量％であり、３８質量％であり、３５質量％であり、３２質量％であ
り、３０質量％であり、２７質量％であり、２５質量％であり、２２質量％である。
【０４０５】
　一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物は一般式（Ｌ－１Ａ－４）及び（Ｌ－１Ａ－５）
で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０４０６】
【化８１】

【０４０７】
（式中ＲＬ１２Ａは一般式（Ｌ－１Ａ）における意味と同じ意味を表す。）
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【０４０８】
　一般式（Ｌ－１Ａ－４）及び（Ｌ－１Ａ－５）中、ＲＬ１２Ａは炭素原子数１～８のア
ルキル基、炭素原子数１～８のアルコキシ基又は炭素原子数２～８のアルケニル基が好ま
しく、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基、直鎖状の炭素原子数１～４のアルコキシ
基及び直鎖状の炭素原子数２～５のアルケニル基が好ましい。
【０４０９】
　式（Ｌ－１Ａ－４）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して１質量％であり、５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％で
あり、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は
、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して２５質量％であり、２３質量％であり、
２０質量％であり、１７質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量
％である。
【０４１０】
　式（Ｌ－１Ａ－５）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して１質量％であり、５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％で
あり、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％である。上記含有量の上限値は
、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して２５質量％であり、２３質量％であり、
２０質量％であり、１７質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量
％である。
【０４１１】
　一般式（Ｌ－１Ａ－４）及び（Ｌ－１Ａ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－１Ａ－４
．１）から式（Ｌ－１Ａ－５．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが
好ましく、式（Ｌ－１Ａ－４．２）又は式（Ｌ－１Ａ－５．２）で表される化合物である
ことが好ましい。
【０４１２】
【化８２】

【０４１３】
　本発明の液晶組成物が式（Ｌ－１Ａ－４．２）で表される化合物を含む場合、式（Ｌ－
１Ａ－４．２）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質
量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％であり、１８質量％であ
り、２０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に
対して２０質量％であり、１７質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１
０質量％であり、８質量％であり、７質量％であり、６質量％である。
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【０４１４】
　一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物は一般式（Ｌ－１Ａ－６）で表される化合物群か
ら選ばれる化合物であることが好ましい。
【０４１５】
【化８３】

【０４１６】
（式中ＲＬ１７及びＲＬ１８はそれぞれ独立してメチル基又は水素原子を表す。）
【０４１７】
　式（Ｌ－１Ａ－６）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組
成物の総量に対して１質量％であり、５質量％であり、１０質量％であり、１５質量％で
あり、１７質量％であり、２０質量％であり、２３質量％であり、２５質量％であり、２
７質量％であり、３０質量％であり、３５質量％である。上記含有量の上限値は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して６０質量％であり、５５質量％であり、５０質量
％であり、４５質量％であり、４２質量％であり、４０質量％であり、３８質量％であり
、３５質量％であり、３３質量％であり、３０質量％である。
【０４１８】
　一般式（Ｌ－１Ａ－６）で表される化合物は、式（Ｌ－１Ａ－６．１）から式（Ｌ－１
Ａ－６．３）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましい。
【０４１９】

【化８４】

【０４２０】
　また、本発明の液晶組成物は、一般式（Ｌ）で表される化合物として、上述した一般式
（Ｌ－１Ａ）で表される化合物に加えて、一般式（Ｌ－１Ｂ）および一般式（Ｌ－２）か
ら（Ｌ－７）で表される化合物群から選ばれる化合物を１種または２種以上含むことが好
ましい。
【０４２１】
　一般式（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４２２】
【化８５】

【０４２３】
（式中、ＲＬ１１Ｂ及びＲＬ１２Ｂはそれぞれ独立して、炭素原子数１～８のアルキル基
を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－
Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよい
。）
【０４２４】
　一般式（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物は、ＲＬ１１Ｂ及びＲＬ１２Ｂの一方または両方
がアルケニル基を表さない点で、一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物と区別される。
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【０４２５】
　ＲＬ１１Ｂ及びＲＬ１２Ｂは、直鎖状の炭素原子数１～５のアルキル基又は直鎖状の炭
素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。
【０４２６】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物を１種類含んでいてもよ
く、２種類以上を組み合わせて含んでいてもよい。組み合わせることができる化合物の種
類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求
められる性能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば１種
類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以上である。
【０４２７】
　式（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物
の総量に対して１質量％であり、５質量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり
、１５質量％であり、１７質量％であり、２０質量％であり、２３質量％であり、２５質
量％であり、３０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物
の総量に対して６０質量％であり、５５質量％であり、５０質量％であり、４５質量％で
あり、４０質量％であり、３７質量％であり、３５質量％であり、３３質量％であり、３
０質量％であり、２７質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％
であり、１７質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％である。
【０４２８】
　一般式（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物は、式（Ｌ－１Ｂ－１）から式（Ｌ－１Ｂ－１３
）で表される化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－１Ｂ－１）、
式（Ｌ－１Ｂ－３）及び式（Ｌ－１Ｂ－４）で表される化合物群から選ばれる化合物であ
ることが好ましい。特に、式（Ｌ－１Ｂ－１）で表される化合物は、本発明の液晶組成物
の応答速度を特に改善するため好ましい。また、応答速度よりも高いＴｎｉを求めるとき
は、式（Ｌ－１Ｂ－３）、式（Ｌ－Ｂ－４）、式（Ｌ－Ｂ－１１）及び式（Ｌ－１Ｂ－１
２）で表される化合物群から選ばれる化合物を用いることが好ましい。式（Ｌ－１Ｂ－３
）、式（Ｌ－１Ｂ－４）、式（Ｌ－１Ｂ－１１）及び式（Ｌ－１Ｂ－１３）で表される化
合物の合計の含有量は、低温での溶解度を良くするために２０質量％以上にすることは好
ましくない。
【０４２９】
【化８６】

【０４３０】
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　本発明の液晶組成物が式（Ｌ－１Ｂ－１）で表される化合物を含む場合、式（Ｌ－１Ｂ
－１）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対
して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質量％であ
り、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％であり、１８質量％であり、２０
質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して２
０質量％であり、１７質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％
であり、８質量％であり、７質量％であり、６質量％である。
【０４３１】
　本発明の液晶組成物は、式（Ｌ－１Ａ－１．３）、式（Ｌ－１Ａ－２．２）、式（Ｌ－
１Ｂ－１）、式（Ｌ－１Ｂ－３）、式（Ｌ－１Ｂ－４）、式（Ｌ－１Ｂ－１１）及び式（
Ｌ－１Ｂ－１２）で表される化合物群から選ばれる２種以上の化合物を組み合わせて含む
ことが好ましい。また、本発明の液晶組成物は、式（Ｌ－１Ａ－１．３）、式（Ｌ－１Ａ
－２．２）、式（Ｌ－１Ｂ－１）、式（Ｌ－１Ｂ－３）、式（Ｌ－Ｂ－４）及び式（Ｌ－
１Ａ－４．２）で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物を組み合わせて含むこと
が好ましい。これら化合物の合計の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質
量％であり、１０質量％であり、１３質量％であり、１５質量％であり、１８質量％であ
り、２０質量％であり、２３質量％であり、２５質量％であり、２７質量％であり、３０
質量％であり、３３質量％であり、３５質量％である。また、上記含有量の上限値は、好
ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して８０質量％であり、７０質量％であり、６０
質量％であり、５０質量％であり、４５質量％であり、４０質量％であり、３７質量％で
あり、３５質量％であり、３３質量％であり、３０質量％であり、２８質量％であり、２
５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％である。
【０４３２】
　液晶組成物の信頼性を重視する場合には、式（Ｌ－１Ｂ－１）、式（Ｌ－１Ｂ－３）及
び式（Ｌ－１Ｂ－４）で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物を組み合わせるこ
とが好ましい。また、液晶組成物の応答速度を重視する場合には、式（Ｌ－１Ａ－１．３
）、式（Ｌ－１Ａ－２．２）で表される化合物から選ばれる２種以上の化合物を組み合わ
せることが好ましい。
【０４３３】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物を１種類以上と、一般式
（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物を１種類以上と、を含むことが好ましい。一般式（Ｌ－１
Ａ）で表される化合物および一般式（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物の総量の下限値は、好
ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して、１質量％であり、２質量％であり、３質量
％であり、５質量％であり、７質量％であり、１０質量％であり、１５質量％であり、２
０質量％であり、２５質量％であり、３０質量％であり、３５質量％であり、４０質量％
であり、４５質量％であり、５０質量％であり、５５質量％である。上記含有量の上限値
は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して、９５質量％であり、９０質量％であ
り、８５質量％であり、８０質量％であり、７５質量％であり、７０質量％であり、６５
質量％であり、６０質量％であり、５５質量％であり、５０質量％であり、４５質量％で
あり、４０質量％であり、３５質量％であり、３０質量％であり、２５質量％である。
【０４３４】
　本発明の液晶組成物の粘度を低く保ち、応答速度が速い組成物が必要な場合は、一般式
（Ｌ－１Ａ）で表される化合物および一般式（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物の総量の下限
値が高く上限値が高いことが好ましい。本発明の液晶組成物のＴｎｉを高く保ち、温度安
定性の良い組成物が必要な場合は、一般式（Ｌ－１Ａ）で表される化合物および一般式（
Ｌ－１Ｂ）で表される化合物の総量の下限値が中庸で上限値が中庸であることが好ましい
。また、駆動電圧を低く保つために誘電率異方性を大きくしたいときは、一般式（Ｌ－１
Ａ）で表される化合物および一般式（Ｌ－１Ｂ）で表される化合物の総量の下限値が低く
上限値が低いことが好ましい。
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【０４３５】
　一般式（Ｌ－２）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４３６】
【化８７】

【０４３７】
（式中、ＲＬ２１及びＲＬ２２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
【０４３８】
　ＲＬ２１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しい。また、ＲＬ２２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル
基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましく、アルケニル基の不飽和結合とベンゼ
ンは直接結合していないことが好ましい。
【０４３９】
　一般式（Ｌ－２）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４４０】
　低温での溶解性を重視する場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、反対に、応答
速度を重視する場合は含有量を低めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き
特性を改良する場合は、含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０４４１】
　式（Ｌ－２）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質
量％であり、１０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物
の総量に対して２０質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％で
あり、８質量％であり、７質量％であり、６質量％であり、５質量％であり、３質量％で
ある。
【０４４２】
　一般式（Ｌ－２）で表される化合物は、式（Ｌ－２．１）から式（Ｌ－２．６）で表さ
れる化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－２．１）、式（Ｌ－２
．３）、式（Ｌ－２．４）及び式（Ｌ－２．６）で表される化合物であることが好ましい
。
【０４４３】
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【化８８】

【０４４４】
　一般式（Ｌ－３）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４４５】
【化８９】

【０４４６】
（式中、ＲＬ３１及びＲＬ３２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
【０４４７】
　ＲＬ３１及びＲＬ３２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数
４～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。また、アルケニ
ル基の不飽和結合とベンゼンは直接結合していないことが好ましい。
【０４４８】
　一般式（Ｌ－３）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４４９】
　式（Ｌ－３）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質
量％であり、１０質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物
の総量に対して２０質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％で
あり、８質量％であり、７質量％であり、６質量％であり、５質量％であり、３質量％で
ある。
【０４５０】
　高い複屈折率を得る場合は含有量を高めに設定すると効果が高く、反対に、高いＴｎｉ
を重視する場合は含有量を低めに設定すると効果が高い。さらに、滴下痕や焼き付き特性
を改良する場合は、含有量の範囲を中間に設定することが好ましい。
【０４５１】
　一般式（Ｌ－３）で表される化合物は、式（Ｌ－３．１）から式（Ｌ－３．７）で表さ
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れる化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－３．２）から式（Ｌ－
３．５）で表される化合物であることが好ましい。
【０４５２】
【化９０】

【０４５３】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４５４】
【化９１】

【０４５５】
（式中、ＲＬ４１及びＲＬ４２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
【０４５６】
　ＲＬ４１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しく、ＲＬ４２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。アルケニル基の不飽和結合とベンゼンは直
接結合していないことが好ましい。
【０４５７】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４５８】
　本発明の液晶組成物において、一般式（Ｌ－４）で表される化合物の含有量は、低温で
の溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、
誘電率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０４５９】
　式（Ｌ－４）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質
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量％であり、１０質量％であり、１４質量％であり、１６質量％であり、２０質量％であ
り、２３質量％であり、２６質量％であり、３０質量％であり、３５質量％であり、４０
質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５
０質量％であり、４０質量％であり、３５質量％であり、３０質量％であり、２０質量％
であり、１５質量％であり、１０質量％であり、５質量％である。
【０４６０】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－４．１）から式（Ｌ－４．３）
で表される化合物であることが好ましい。
【０４６１】
【化９２】

【０４６２】
　低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて
、式（Ｌ－４．１）で表される化合物を含有していてもよく、式（Ｌ－４．２）で表され
る化合物を含有していてもよく、式（Ｌ－４．１）で表される化合物と式（Ｌ－４．２）
で表される化合物との両方を含有していてもよく、式（Ｌ－４．１）から式（Ｌ－４．３
）で表される化合物を全て含んでいてもよい。式（Ｌ－４．１）又は式（Ｌ－４．２）で
表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して３質
量％であり、５質量％であり、７質量％であり、９質量％であり、１１質量％であり、１
２質量％であり、１３質量％であり、１８質量％であり、２１質量％であり、好ましい上
限値は、４５であり、４０質量％であり、３５質量％であり、３０質量％であり、２５質
量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質量％であ
り、１３質量％であり、１０質量％であり、８質量％である。
【０４６３】
　式（Ｌ－４．１）で表される化合物と式（Ｌ－４．２）で表される化合物との両方を含
有する場合、両化合物の総含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対
して１５質量％であり、１９質量％であり、２４質量％であり、３０質量％であり、上記
総含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して４５であり、４０質
量％であり、３５質量％であり、３０質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であ
り、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質量％であり、１３質量％である。
【０４６４】
　一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－４．４）から式（Ｌ－４．６）
で表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－４．４）で表される化合物であること
が好ましい。
【０４６５】
【化９３】
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【０４６６】
　低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて
、式（Ｌ－４．４）で表される化合物を含有していても、式（Ｌ－４．５）で表される化
合物を含有していても、式（Ｌ－４．４）で表される化合物と式（Ｌ－４．５）で表され
る化合物との両方を含有していても良い。
【０４６７】
　式（Ｌ－４．４）又は式（Ｌ－４．５）で表される化合物の含有量の下限値は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して３質量％であり、５質量％であり、７質量％であ
り、９質量％であり、１１質量％であり、１２質量％であり、１３質量％であり、１８質
量％であり、２１質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物
の総量に対して４５質量％であり、４０質量％であり、３５質量％であり、３０質量％で
あり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１
５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％であり、８質量％である。
【０４６８】
　式（Ｌ－４．４）で表される化合物と式（Ｌ－４．５）で表される化合物との両方を含
有する場合は、両化合物の総含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に
対して１５質量％であり、１９質量％であり、２４質量％であり、３０質量％であり、好
ましい上記総含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して４５質量
％であり、４０質量％であり、３５質量％であり、３０質量％であり、２５質量％であり
、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％であり、１５質量％であり、１３質
量％である。
【０４６９】
一般式（Ｌ－４）で表される化合物は、式（Ｌ－４．７）から式（Ｌ－４．１０）で表さ
れる化合物であることが好ましく、特に、式（Ｌ－４．９）で表される化合物が好ましい
。
【０４７０】
【化９４】

【０４７１】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４７２】
【化９５】

【０４７３】
（式中、ＲＬ５１及びＲＬ５２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表す。）
【０４７４】
　ＲＬ５１は炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子数２～５のアルケニル基が好ま
しく、ＲＬ５２は炭素原子数１～５のアルキル基、炭素原子数４～５のアルケニル基又は
炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。アルケニル基の不飽和結合とベンゼンは直
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接結合していないことが好ましい。
【０４７５】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４７６】
　本発明の液晶組成物において、一般式（Ｌ－５）で表される化合物の含有量は、低温で
の溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、
誘電率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０４７７】
　式（Ｌ－５）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質
量％であり、１０質量％であり、１４質量％であり、１６質量％であり、２０質量％であ
り、２３質量％であり、２６質量％であり、３０質量％であり、３５質量％であり、４０
質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５
０質量％であり、４０質量％であり、３５質量％であり、３０質量％であり、２０質量％
であり、１５質量％であり、１０質量％であり、５質量％である
【０４７８】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．１）又は式（Ｌ－５．２）で表さ
れる化合物であることが好ましく、特に、式（Ｌ－５．１）で表される化合物であること
が好ましい。
【０４７９】
【化９６】

【０４８０】
　式（Ｌ－５．１）又は式（Ｌ－５．２）で表される化合物の含有量の下限値は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であ
り、５質量％であり、７質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶
組成物の総量に対して２０質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質
量％であり、９質量％である。
【０４８１】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．３）又は式（Ｌ－５．４）で表さ
れる化合物であることが好ましい。
【０４８２】
【化９７】

【０４８３】
　式（Ｌ－５．３）又は式（Ｌ－５．４）で表される化合物の含有量の下限値は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であ
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り、５質量％であり、７質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶
組成物の総量に対して２０質量％であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質
量％であり、９質量％である。
【０４８４】
　一般式（Ｌ－５）で表される化合物は、式（Ｌ－５．５）から式（Ｌ－５．７）で表さ
れる化合物群から選ばれる化合物であることが好ましく、特に式（Ｌ－５．７）で表され
る化合物であることが好ましい。
【０４８５】
【化９８】

【０４８６】
　これらの化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して１
質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質量％である。上
記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して２０質量％であり、
１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％であり、９質量％である。
【０４８７】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は下記の化合物である。
【０４８８】
【化９９】

【０４８９】
（式中、ＲＬ６１及びＲＬ６２はそれぞれ独立して、一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲ
Ｌ２と同じ意味を表し、ＸＬ６１及びＸＬ６２はそれぞれ独立して水素原子又はフッ素原
子を表す。ただし一般式（Ｎ－１）で表される化合物は除く。）
【０４９０】
　ＲＬ６１及びＲＬ６２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基又は炭素原子
数２～５のアルケニル基が好ましい。アルケニル基の不飽和結合とベンゼンは直接結合し
ていないことが好ましい。
【０４９１】
　ＸＬ６１及びＸＬ６２は、一方がフッ素原子であり、他方が水素原子であることが好ま
しい。
【０４９２】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は単独で使用することもできるが、２以上の化合物
を組み合わせて使用することもできる。組み合わせることができる化合物の種類に特に制
限は無いが、低温での溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性
能に応じて適宜組み合わせて使用する。使用する化合物の種類は、例えば本発明の一つの
実施形態としては１種類であり、２種類であり、３種類であり、４種類であり、５種類以
上である。
【０４９３】
　式（Ｌ－６）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質
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量％であり、１０質量％であり、１４質量％であり、１６質量％であり、２０質量％であ
り、２３質量％であり、２６質量％であり、３０質量％であり、３５質量％であり、４０
質量％である。上記含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して５
０質量％であり、４０質量％であり、３５質量％であり、３０質量％であり、２０質量％
であり、１５質量％であり、１０質量％であり、５質量％である。Δｎを大きくすること
に重点を置く場合には含有量を多くした方が好ましく、低温での析出に重点を置いた場合
には含有量は少ない方が好ましい。
【０４９４】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は、式（Ｌ－６．１）から式（Ｌ－６．９）で表さ
れる化合物であることが好ましい。
【０４９５】
【化１００】

【０４９６】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、これらの化合物の中から
１種～３種類含有することが好ましく、１種～４種類含有することがさらに好ましい。ま
た、選ぶ化合物の分子量分布が広いことも溶解性に有効であるため、例えば、式（Ｌ－６
．１）又は（Ｌ－６．２）で表される化合物から１種類、式（Ｌ－６．４）又は（Ｌ－６
．５）で表される化合物から１種類、式（Ｌ－６．６）又は式（Ｌ－６．７）で表される
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化合物を選び、これらを適宜組み合わせることが好ましい。その中でも、式（Ｌ－６．１
）、式（Ｌ－６．３）式（Ｌ－６．４）、式（Ｌ－６．６）及び式（Ｌ－６．９）で表さ
れる化合物を含むことが好ましい。
【０４９７】
　一般式（Ｌ－６）で表される化合物は、例えば式（Ｌ－６．１０）から式（Ｌ－６．１
７）で表される化合物であることが好ましく、その中でも、式（Ｌ－６．１１）で表され
る化合物であることが好ましい。
【０４９８】
【化１０１】

【０４９９】
　これら化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して１質
量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質量％である。これ
ら化合物の含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して２０質量％
であり、１５質量％であり、１３質量％であり、１０質量％であり、９質量％である。
【０５００】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は下記の化合物である。
【０５０１】
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【０５０２】
（式中、ＲＬ７１及びＲＬ７２はそれぞれ独立して一般式（Ｌ）におけるＲＬ１及びＲＬ

２と同じ意味を表し、ＡＬ７１及びＡＬ７２はそれぞれ独立して一般式（Ｌ）におけるＡ
Ｌ２及びＡＬ３と同じ意味を表すが、ＡＬ７１及びＡＬ７２上の水素原子はそれぞれ独立
してフッ素原子によって置換されていてもよく、ＺＬ７１は一般式（Ｌ）におけるＺＬ２

と同じ意味を表し、ＸＬ７１及びＸＬ７２はそれぞれ独立してフッ素原子又は水素原子を
表す。ただし一般式（Ｎ－１）から（Ｎ－３）で表される化合物は除く。）
【０５０３】
　式中、ＲＬ７１及びＲＬ７２はそれぞれ独立して炭素原子数１～５のアルキル基、炭素
原子数２～５のアルケニル基又は炭素原子数１～４のアルコキシ基が好ましい。アルケニ
ル基の不飽和結合とベンゼンは直接結合していないことが好ましい。
【０５０４】
　ＡＬ７１及びＡＬ７２は、それぞれ独立して１,４-シクロヘキシレン基又は１,４-フェ
ニレン基が好ましく、ＡＬ７１及びＡＬ７２上の水素原子はそれぞれ独立してフッ素原子
によって置換されていてもよく、
【０５０５】
　ＺＬ７１は単結合又はＣＯＯ－が好ましく、単結合が好ましい。
【０５０６】
　ＸＬ７１及びＸＬ７２は共に水素原子が好ましい。
【０５０７】
　組み合わせることができる化合物の種類に特に制限は無いが、低温での溶解性、転移温
度、電気的な信頼性、複屈折率などの求められる性能に応じて組み合わせる。使用する化
合物の種類は、例えば本発明の一つの実施形態としては１種類であり、２種類であり、３
種類であり、４種類である。
【０５０８】
　本発明の液晶組成物において、一般式（Ｌ－７）で表される化合物の含有量は、低温で
の溶解性、転移温度、電気的な信頼性、複屈折率、プロセス適合性、滴下痕、焼き付き、
誘電率異方性などの求められる性能に応じて適宜調整する必要がある。
【０５０９】
　式（Ｌ－７）で表される化合物の含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して１質量％であり、２質量％であり、３質量％であり、５質量％であり、７質
量％であり、１０質量％であり、１４質量％であり、１６質量％であり、２０質量％であ
る。上記化合物の含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して３０
質量％であり、２５質量％であり、２３質量％であり、２０質量％であり、１８質量％で
あり、１５質量％であり、１０質量％であり、５質量％である。
【０５１０】
　本発明の液晶組成物が高いＴｎｉの実施形態が望まれる場合は式（Ｌ－７）で表される
化合物の含有量を多めにすることが好ましく、低粘度の実施形態が望まれる場合は含有量
を少なめにすることが好ましい。
【０５１１】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．１）から式（Ｌ－７．４）で表さ
れる化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．２）で表される化合物であることが好ま
しい。
【０５１２】
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【化１０３】

【０５１３】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．１１）から式（Ｌ－７．１３）で
表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．１１）で表される化合物であること
が好ましい。
【０５１４】

【化１０４】

【０５１５】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．２１）から式（Ｌ－７．２３）で
表される化合物である。式（Ｌ－７．２１）で表される化合物であることが好ましい。
【０５１６】

【化１０５】

【０５１７】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．３１）から式（Ｌ－７．３４）で
表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．３１）又は／及び式（Ｌ－７．３２
）で表される化合物であることが好ましい。
【０５１８】
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【化１０６】

【０５１９】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．４１）から式（Ｌ－７．４４）で
表される化合物であることが好ましく、式（Ｌ－７．４１）又は／及び式（Ｌ－７．４２
）で表される化合物であることが好ましい。
【０５２０】
【化１０７】

【０５２１】
　一般式（Ｌ－７）で表される化合物は、式（Ｌ－７．５１）から式（Ｌ－７．５３）で
表される化合物であることが好ましい。
【０５２２】

【化１０８】
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【０５２３】
［４］その他
　本発明の液晶組成物において、一般式（ＩＩ）で表される化合物の総含有量は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して８０質量％以上であり、８５質量％以上であり、
８８質量％以上であり、９０質量％以上であり、９２質量％以上であり、９３質量％以上
であり、９４質量％以上であり、９５質量％以上であり、９６質量％であり、９７質量％
であり、９８質量％以上であり、９９質量％以上である。また、上記総含有量は、好まし
くは本発明の液晶組成物の総量に対して９９．９９質量％未満であり、９９．９５質量以
下％であり、９９．５質量％以下であり、９９．０質量％以下であり、９８質量％以下で
あり、９５質量％以下である。
【０５２４】
　本発明の液晶組成物が２５℃における誘電率異方性（Δε）が正の値を有する場合、一
般式（Ｍ）及び一般式（Ｋ）で表される化合物群から選択される化合物および一般式（Ｌ
）で表される化合物の総含有量が、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して８０質
量％以上であり、８５質量％以上であり、８８質量％以上であり、９０質量％以上であり
、９２質量％以上であり、９３質量％以上であり、９４質量％以上であり、９５質量％以
上であり、９６質量％以上であり、９７質量％以上であり、９８質量％以上であり、９９
質量％以上である。また、上記総含有量は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対し
て９９．９９質量％未満であり、９９．９５質量以下％であり、９９．５質量％以下であ
り、９９．０質量％以下であり、９８質量％以下であり、９５質量％以下である。
【０５２５】
　本発明の液晶組成物が２５℃における誘電率異方性（Δε）が負の値を有する場合、一
般式（Ｎ－１）から（Ｎ－３）で表される化合物群から選択される化合物および一般式（
Ｌ）で表される化合物の総含有量が、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して８０
質量％以上であり、８５質量％以上であり、８８質量％以上であり、９０質量％以上であ
り、９２質量％以上であり、９３質量％以上であり、９４質量％以上であり、９５質量％
以上であり、９６質量％以上であり、９７質量％以上であり、９８質量％以上であり、９
９質量％以上である。である。また、上記総含有量は、好ましくは本発明の液晶組成物の
総量に対して９９．９９質量％未満であり、９９．９５質量以下％であり、９９．５質量
％以下であり、９９．０質量％以下であり、９８質量％以下であり、９５質量％以下であ
る。
【０５２６】
（３）他の添加剤
　本発明の液晶組成物は、他の添加剤として、酸化防止剤及び紫外線吸収剤の少なくとも
一方の化合物を１種又は２種以上含むことが好ましい。本発明の液晶組成物は、一般式（
Ｈ）で表される光安定化剤に加え、酸化防止剤及び紫外線吸収剤の少なくとも一方の化合
物を併用することで、一般式（Ｈ）で表される光安定化剤により奏される効果と、酸化防
止剤や紫外線吸収剤により奏される効果との相乗により液晶組成物の信頼性を高めること
が可能となるからである。
【０５２７】
　本発明の液晶組成物は、酸化防止剤を１種類以上含むことが好ましい。一般式（Ｈ）で
表される光安定化剤に加えて酸化防止剤を併用することで、発生した不純物を無害化する
ことができる。酸化防止剤としては、液晶組成物に用いられる公知の酸化防止剤が挙げら
れるが、中でもヒンダードフェノール系酸化防止剤が好ましい。ヒンダードフェノール系
酸化防止剤は、ヒンダードフェノール骨格を有する酸化防止剤であり、水酸基が立体的に
かさ高いアルキル基に隣接した構造を有するため、失活しにくく、上述した酸化防止剤の
機能を十分に発揮することが可能となるからである。
【０５２８】
　本発明の液晶組成物が酸化防止剤を含む場合、該酸化防止剤の総含有量は、本発明の液
晶組成物の総量に対して０．０００１質量％以上が好ましく、０．００５質量％以上が好
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ましく、０．０１質量％以上が好ましく、一方、上記総含有量は、０．１質量％以下が好
ましく、０．０５質量％以下が好ましく、０．０３質量％以下が好ましい。酸化防止剤の
含有量が上記の範囲よりも多すぎると、本発明の液晶組成物を用いた液晶表示素子におい
て、酸化防止剤の析出により液晶パネルの画質が低減してしまう場合があり、少なすぎる
と液晶組成物の信頼性を十分に改善させることができない場合がある。
【０５２９】
　本発明の液晶組成物は、紫外線吸収剤を１種類以上含むことが好ましい。一般式（Ｈ）
で表される光安定化剤に加えて紫外線吸収剤を併用することで、液晶組成物が受ける紫外
線の量を減らして、液晶組成物の光劣化を抑制することができる。紫外線吸収剤としては
、ヒドロキシベンゾフェノン系紫外線吸収剤、ヒドロキシフェニルベンゾトリアゾール系
紫外線吸収剤、シアノアクリレート系紫外線吸収剤、サリシレート系紫外線吸収剤等が挙
げられる。中でも、本発明の液晶組成物は、ベンゾフェノン系紫外線吸収剤を１種類以上
含むことが好ましい。ベンゾフェノン系紫外線吸収剤は分子内の不対電子数がほかの系統
の紫外線吸収剤と比較して少ないため、純度の維持が容易であり、信頼性の改善が容易だ
からである。ベンゾフェノン系紫外線吸収剤として具体的には[２－ヒドロキシ－４－(オ
クチルオキシ)フェニル](フェニル)メタノン（製品名：アデカスタブ１４１３　ＡＤＥＫ
Ａ社製）が挙げられる。また、信頼性の低下を抑える観点から、酸素以外のヘテロ原子を
含む紫外線吸収剤は含まないことが好ましい。
【０５３０】
　本発明の液晶組成物が紫外線吸収剤を含む場合、該紫外線吸収剤の総含有量は、本発明
の液晶組成物の総量に対し０．０００１質量％以上が好ましく、０．００１質量％以上が
好ましく、０．０１質量％以上が好ましく、一方、上記総含有量は、０．１質量％以下が
好ましく、０．０５質量％以下が好ましく、０．０２質量％以下が好ましい。紫外線吸収
剤の含有量が上記の範囲よりも多すぎると、本発明の液晶組成物を用いた液晶表示素子に
おいて紫外線吸収剤の析出による液晶パネルの表示不良が生じやすくなる場合があり、少
なすぎると液晶分子の受ける紫外線量を低減できず、液晶分子の劣化により信頼性を確保
できない場合がある。
【０５３１】
　本発明の液晶組成物は、酸化防止剤を１種又は２種以上含んでいてもよく、紫外線吸収
剤を１種又は２種以上含んでいてもよく、酸化防止剤を１種又は２種以上と紫外線吸収剤
を１種又は２種以上とを含んでいてもよい。
【０５３２】
　また、本発明の液晶組成物が重合性化合物を含む場合は、本発明の液晶組成物は、他の
添加剤として重合性開始剤を１種又は２種以上含むことが好ましい。一般式（Ｈ）で表さ
れる光安定化剤に加えて重合開始剤を併用することで、本発明の液晶組成物を用いた液晶
表示素子の製造において、重合性化合物の重合を促進させて強固な高分子層（重合性化合
物の重合体で形成された層）を液晶層と基材との界面に形成できるため、液晶セルの絶縁
性が増強されてＶＨＲの改善ができるからである。
【０５３３】
　重合性開始剤は、液晶組成物に用いられる公知の重合性開始剤から選択することができ
、例えばベンゾインエーテル系重合性開始剤、ベンゾフェノン系重合性開始剤、アセトフ
ェノン系重合性開始剤、ベンジルケタール系重合性開始剤、アシルフォスフィンオキサイ
ド系重合性開始剤等が挙げられる。中でもベンジルケタール系重合開始剤が好ましい。ベ
ンジルケタール系重合開始剤は光反応効率が高く、ち密な高分子層を形成できるからであ
る。ベンジルケタール系重合開始剤として具体的には、２，２－ジメトキシ－２－フェニ
ルアセトフェノン（製品名：イルガキュア６５１）が挙げられる。
【０５３４】
　本発明の液晶組成物が重合開始剤を含有する場合、該重合開始剤の総含有量は、本発明
の液晶組成物の総量に対して０．０００１質量％以上が好ましく、０．００１質量％以上
が好ましい。また、上記総含有量は、０．００５質量％以下、０．００２質量％以下が好



(93) JP 2021-84949 A 2021.6.3

10

20

30

ましい。重合開始剤の含有量が上記の範囲よりも多すぎると、重合開始剤に含まれる不純
物の影響でＶＨＲが低下する場合があり、少なすぎると重合性化合物の重合が効率化せず
、液晶セルの絶縁性が改善されずにＶＨＲが改善しない場合がある。
【０５３５】
　本発明の液晶組成物が酸化防止剤、紫外線吸収剤及び重合開始剤からなる群から選択さ
れる化合物を１種または２種以上含有する場合、酸化防止剤、紫外線吸収剤及び重合開始
剤からなる群から選択される化合物の総量は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対
して０．０００１質量%以上、０．０００５質量％以上、０．００５質量％以上、０．０
１質量％以上であり、また、０．２質量％以下、０．１質量％以下、０．０５質量％以下
である。
【０５３６】
（４）重合性化合物
　本発明の液晶組成物は、１分子中に１つ以上の重合性基を有する重合性化合物を１種類
以上含有してもよい。中でも本発明の液晶組成物がＰＳＡモード、ＰＳＶＡモード、ＰＳ
－ＩＰＳモード又はＰＳ－ＦＳＳモード用液晶表示素子の製造に用いられる場合、本発明
の液晶組成物は重合性化合物を１種または２種以上含むことが好ましい。重合性化合物は
、活性エネルギー線の照射により重合可能な化合物であり、液晶分子のプレチルト角を好
適に形成できるからである。
【０５３７】
　重合性化合物は、液晶組成物に用いられる公知の重合性化合物であってよいが、中でも
下記一般式（Ｐ）で表される化合物が好ましい。
【０５３８】
【化１０９】

【０５３９】
（上記一般式（Ｐ）中、Ｒｐ１は、水素原子、フッ素原子、シアノ基、炭素原子数１～１
５のアルキル基又は－Ｓｐｐ２－Ｐｐ２を表し、該アルキル基中の１個又は非隣接の２個
以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、
－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、該アルキル基中の１個又は２
個以上の水素原子はそれぞれ独立して、シアノ基、フッ素原子又は塩素原子で置換されて
いても良く、
　Ｐｐ１及びＰｐ２はそれぞれ独立して、一般式（Ｐｐ１－１）から式（Ｐｐ１－９）
【０５４０】
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【化１１０】

【０５４１】
（式中、Ｒｐ１１及びＲｐ１２はそれぞれ独立して、水素原子、炭素原子数１～５のアル
キル基又は炭素原子数１～５のハロゲン化アルキル基を表し、Ｗｐ１１は単結合、－Ｏ－
、－ＣＯＯ－又はメチレン基を表し、ｔｐ１１は、０、１又は２を表すが、分子内にＲｐ

１１、Ｒｐ１２、Ｗｐ１１及び／又はｔｐ１１が複数存在する場合、それらは同一であっ
ても異なっていても良い。）
のいずれかを表し、
　Ｓｐｐ１及びＳｐｐ２はそれぞれ独立して、単結合又はスペーサー基を表し、
　Ｚｐ１及びＺｐ２はそれぞれ独立して、単結合、－Ｏ－、－Ｓ－、－ＣＨ２－、－ＯＣ
Ｈ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＯＣＯＯ
ＣＨ２－、－ＣＨ２ＯＣＯＯ－、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｏ－、－ＣＯ－ＮＲＺＰ１－、－ＮＲ
ＺＰ１－ＣＯ－、－ＳＣＨ２－、－ＣＨ２Ｓ－、－ＣＨ＝ＣＲＺＰ１－ＣＯＯ－、－ＣＨ
＝ＣＲＺＰ１－ＯＣＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲＺＰ１＝ＣＨ－、－ＯＣＯ－ＣＲＺＰ１＝ＣＨ
－、－ＣＯＯ－ＣＲＺＰ１＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＯＯ－ＣＲＺＰ１＝ＣＨ－ＯＣＯ－、
－ＯＣＯ－ＣＲＺＰ１＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－ＣＲＺＰ１＝ＣＨ－ＯＣＯ－、－（
ＣＨ２）ｚ－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）２－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）２－、－（Ｃ
＝Ｏ）－Ｏ－（ＣＨ２）２－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ＝ＣＦ－、－ＣＦ＝ＣＨ－、－Ｃ
Ｈ＝ＣＦ－、－ＣＦ２－、－ＣＦ２Ｏ－、－ＯＣＦ２－、－ＣＦ２ＣＨ２－、－ＣＨ２Ｃ
Ｆ２－、－ＣＦ２ＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－（式中、ＲＺＰ１はそれぞれ独立して水素原子
又は炭素原子数１～４のアルキル基を表すが、分子内にＲＺＰ１が複数存在する場合、そ
れらは同一であっても異なっていても良い。）
を表し、
　Ａｐ１、Ａｐ２及びＡｐ３はそれぞれ独立して、
（ａｐ）　１，４－シクロヘキシレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ２－又は隣接
していない２個以上の－ＣＨ２－は－Ｏ－に置き換えられてもよい。）
（ｂｐ）　１，４－フェニレン基（この基中に存在する１個の－ＣＨ＝又は隣接していな
い２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられてもよい。）及び
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（ｃｐ）　ナフタレン－２，６－ジイル基、１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－
２，６－ジイル基、デカヒドロナフタレン－２，６－ジイル基、フェナントレン－２，７
－ジイル基又はアントラセン－２，６－ジイル基（これら基中に存在する１個の－ＣＨ＝
又は隣接していない２個以上の－ＣＨ＝は－Ｎ＝に置き換えられても良く、この基中に存
在する水素原子は、ハロゲン原子、炭素原子数１～８のアルキル基又は炭素原子数１～８
のアルケニル基で置換されていてもよい。）
からなる群より選ばれる基を表し、上記の基（ａｐ）、基（ｂｐ）及び基（ｃｐ）中に存
在する１個又は２個以上の水素原子はそれぞれ独立して、ハロゲン原子、シアノ基、炭素
原子数１～８のアルキル基又は－Ｓｐｐ２－Ｐｐ２で置換されていても良く、該アルキル
基中の１個又は非隣接の２個以上の－ＣＨ２－はそれぞれ独立して－ＣＨ＝ＣＨ－、－Ｃ
≡Ｃ－、－Ｏ－、－ＣＯ－、－ＣＯＯ－又は－ＯＣＯ－によって置換されていてもよく、
　ｍｐ１は、０、１、２又は３を表し、分子内にＺｐ１、Ａｐ２、Ｓｐｐ２及び／又はＰ
ｐ２が複数存在する場合、それらは同一であっても異なっていても良いが、Ａｐ３は、ｍ
ｐ１が０で、Ａｐ１がフェナントレン－２，７－ジイル基又はアントラセン－２，６－ジ
イル基である場合には単結合を表す。）
ただし、一般式（Ｉ）で表される化合物を除く。）
【０５４２】
　本発明の液晶組成物は、一般式（Ｐ）で表される重合性化合物を１種又は２種以上含有
することが好ましい。
【０５４３】
　一般式（Ｐ）中、Ｒｐ１は－Ｓｐｐ２－Ｐｐ２であることが好ましい。
【０５４４】
　一般式（Ｐ）中、Ｐｐ１及びＰｐ２はそれぞれ独立して式（Ｐｐ１－１）から式（Ｐｐ

１－３）のいずれかであることが好ましく、（Ｐｐ１－１）であることが好ましい。
【０５４５】
　一般式（Ｐ）中、Ｒｐ１１及びＲｐ１２はそれぞれ独立して、水素原子又はメチル基で
あることが好ましい。
【０５４６】
　一般式（Ｐ）中、ｔｐ１１は、０又は１が好ましい。
【０５４７】
　一般式（Ｐ）中、Ｗｐ１１は、単結合、メチレン基又はエチレン基が好ましい。
【０５４８】
　一般式（Ｐ）中、ｍｐ１は０、１又は２であることが好ましく、０又は１が好ましい。
【０５４９】
　一般式（Ｐ）中、Ｚｐ１及びＺｐ２はそれぞれ独立して、単結合、－ＯＣＨ２－、－Ｃ
Ｈ２Ｏ－、－ＣＯ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＯＣ２Ｈ４－、－
ＯＣＯＣ２Ｈ４－、－Ｃ２Ｈ４ＯＣＯ－、－Ｃ２Ｈ４ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＦ

２－、－ＣＦ２Ｏ－、－（ＣＨ２）２－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）２－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ
－（ＣＨ２）２－、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯＣＨ＝
ＣＨ－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）２－、－ＯＣＦ２－又は－Ｃ≡Ｃ－が好ましく、単結合、
－ＯＣＨ２－、－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＯＣ２Ｈ

４－、－ＯＣＯＣ２Ｈ４－、－Ｃ２Ｈ４ＯＣＯ－、－Ｃ２Ｈ４ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－
、－（ＣＨ２）２－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）２－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）２－、
－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＯＯ－
（ＣＨ２）２－又は－Ｃ≡Ｃ－が好ましく、分子内に存在する１つのみが－ＯＣＨ２－、
－ＣＨ２Ｏ－、－Ｃ２Ｈ４－、－ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＯＯＣ２Ｈ４－、－ＯＣＯ
Ｃ２Ｈ４－、－Ｃ２Ｈ４ＯＣＯ－、－Ｃ２Ｈ４ＣＯＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－、－（ＣＨ２）

２－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）２－ＯＣＯ－、－ＯＣＯ－（ＣＨ２）２－、－ＣＨ＝ＣＨ－
ＣＯＯ－、－ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－ＯＣＯＣＨ＝ＣＨ－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）２－
又は－Ｃ≡Ｃ－であり、他がすべて単結合であることが好ましく、分子内に存在する１つ
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、他がすべて単結合であることが好ましく、すべてが単結合であることが好ましい。
【０５５０】
　また、分子内に存在するＺｐ１及びＺｐ２の１つのみが、－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＯＯ－、－
ＣＯＯ－ＣＨ＝ＣＨ－、－（ＣＨ２）２－ＣＯＯ－、－（ＣＨ２）２－ＯＣＯ－、－Ｏ－
ＣＯ－（ＣＨ２）２－、－ＣＯＯ－（ＣＨ２）２－からなる群から選択される連結基であ
り、他は単結合であることが好ましい。
【０５５１】
　一般式（Ｐ）中、Ｓｐｐ１及びＳｐｐ２はそれぞれ独立して、単結合又はスペーサー基
を表すが、スペーサー基は、炭素原子数１～３０のアルキレン基が好ましく、該アルキレ
ン基中の－ＣＨ２－は酸素原子同士が直接連結しない限りにおいて－Ｏ－、－ＣＯ－、－
ＣＯＯ－、－ＯＣＯ－、－ＣＨ＝ＣＨ－又は－Ｃ≡Ｃ－で置換されていてもよく、該アル
キレン基中の水素原子はハロゲン原子で置換されていても良いが、直鎖の炭素原子数１～
１０のアルキレン基又は単結合が好ましい。
【０５５２】
　一般式（Ｐ）中、Ａｐ１、Ａｐ２及びＡｐ３はそれぞれ独立して、１，４－フェニレン
基又は１，４－シクロヘキシレン基が好ましく、１，４－フェニレン基が好ましい。１，
４－フェニレン基は液晶化合物との相溶性を改善するために、１個のフッ素原子、１個の
メチル基又は１個のメトキシ基で置換されていることが好ましい。
【０５５３】
　一般式（Ｐ）で表される化合物の総含有量の下限値は、好ましくは本発明の液晶組成物
の総量に対して０．０１質量％であり、０．０３質量％であり、０．０５質量％であり、
０．０８質量％であり、０．１質量％であり、０．１５質量％であり、０．２質量％であ
り、０．２５質量％であり、０．３質量％である。また、一般式（Ｐ）で表される化合物
の総含有量の上限値は、好ましくは本発明の液晶組成物の総量に対して１０質量％であり
、８質量％であり、５質量％であり、３質量％であり、１．５質量％であり、１．２質量
％であり、１質量％であり、０．８質量％であり、０．５質量％である。
【０５５４】
　一般式（Ｐ）で表される化合物の総含有量の好ましい範囲は、上記上限値および下限値
を組み合わせて設定することができる。中でも上記総含有量は、本発明の液晶組成物の総
量に対して０．０５～１０質量％であることが好ましく、０．１～８質量％であることが
より好ましく、０．１～５質量％であることがさらに好ましく、０．１～３質量％である
ことがさらに好ましく、０．２～２質量％であることがさらに好ましく、０．２～１．３
質量％であることがさらに好ましく、０．２～１質量％であることが特に好ましく、０．
２～０．５６質量％であることが最も好ましい。
【０５５５】
　一般式（Ｐ）で表される化合物の含有量が少ないと、重合性化合物による効果が現れに
くく、液晶組成物の配向規制力が弱い又は経時的に弱くなってしまうなどの問題が発生す
る。一方、一般式（Ｐ）で表される化合物の含有量が多すぎると、硬化後に残存する未反
応の重合性化合物の量が多くなる、硬化に時間がかかる、液晶の信頼性が低下する等の問
題が生じる。
【０５５６】
　一般式（Ｐ）で表される化合物の例として、下記一般式（Ｐ－１－１）から一般式（Ｐ
－１－４６）で表される化合物が挙げられる。
【０５５７】
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【化１１１】

【０５５８】
【化１１２】

【０５５９】
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【化１１３】

【０５６０】

【化１１４】

【０５６１】
【化１１５】

【０５６２】
（式中、Ｐｐ１１、Ｐｐ１２、Ｓｐｐ１１及びＳｐｐ１２は、一般式（Ｐ）におけるＰｐ
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【０５６３】
　一般式（Ｐ）で表される化合物の好ましい例として、下記一般式（Ｐ－２－１）から一
般式（Ｐ－２－１４）で表される化合物が挙げられる。
【０５６４】
【化１１６】

【０５６５】
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【化１１７】

【０５６６】
（式中、Ｐｐ２１、Ｐｐ２２、Ｓｐｐ２１及びＳｐｐ２２は、一般式（Ｐ）におけるＰｐ

１、Ｐｐ２、Ｓｐｐ１及びＳｐｐ２と同じ意味を表す。）
【０５６７】
　一般式（Ｐ）で表される化合物の好ましい例として、下記一般式（Ｐ－３－１）から一
般式（Ｐ－３－１５）で表される化合物が挙げられる。
【０５６８】
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【化１１８】

【０５６９】
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【化１１９】

【０５７０】
（式中、Ｐｐ３１、Ｐｐ３２、Ｓｐｐ３１及びＳｐｐ３２は、一般式（Ｐ）におけるＰｐ

１、Ｐｐ２、Ｓｐｐ１及びＳｐｐ２と同じ意味を表す。）
【０５７１】
　一般式（Ｐ）で表される化合物の好ましい例として、下記一般式（Ｐ－４－１）から一
般式（Ｐ－４－２１）で表される化合物が挙げられる。
【０５７２】
【化１２０】

【０５７３】
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【化１２１】

【０５７４】
【化１２２】

【０５７５】
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【化１２３】

【０５７６】
（式中、Ｐｐ４１、Ｐｐ４２、Ｓｐｐ４１及びＳｐｐ４２は、一般式（Ｐ）におけるＰｐ

１、Ｐｐ２、Ｓｐｐ１及びＳｐｐ２と同じ意味を表す。）
【０５７７】
（５）その他の化合物
　本発明の液晶組成物は、通常のネマチック液晶、スメクチック液晶、コレステリック液
晶、赤外線吸収剤等を含有しても良い。
【０５７８】
　本発明の液晶組成物は、自発配向性化合物を含んでいてもよく、含まなくてもよい。自
発配向性化合物とは、配向膜が無くても液晶分子の垂直配向を可能とする化合物であり、
例えば下記式（Ｑ）で表される。
【０５７９】

【化１２４】

【０５８０】
（式（Ｑ）中、ＭＥＳはそれぞれ互いに直接または間接的に連結されている１つ以上の環
と、ＭＥＳに直接又はスペーサーを介して連結されている任意成分としての１つ以上の重
合性基と、を含むメソゲン基であり、
Ｒ２は少なくとも１つのＯＨまたは第１級または第２級アミン官能基を好ましく含む極性
アンカー基である。）
【０５８１】
（６）その他
　本発明の液晶組成物は、分子内に過酸（－ＣＯ－ＯＯ－）構造等の酸素原子同士が結合
した構造を持つ化合物を含有しないことが好ましい。
【０５８２】
　液晶組成物の信頼性及び長期安定性を重視する場合、カルボニル基を有する化合物の含
有量は、液晶組成物の総量に対して、５質量％以下であることが好ましく、３質量％以下
であることがより好ましく、１質量％以下であることが更に好ましく、実質的に含有しな
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いことが最も好ましい。
【０５８３】
　ＵＶ照射による液晶組成物の安定性を重視する場合、塩素原子が置換している化合物の
含有量は、本発明の液晶組成物の総量に対して、１５質量％以下であることが好ましく、
１０質量％以下であることが好ましく、８質量％以下であることが好ましく、５質量％以
下であることがより好ましく、３質量％以下であることが好ましく、実質的に含有しない
ことが更に好ましい。
【０５８４】
　本発明の液晶組成物は、分子内の環構造がすべて６員環である化合物の含有量が多いこ
とが好ましい。分子内の環構造がすべて６員環である化合物の含有量は、本発明の液晶組
成物の総量に対して８０質量％以上であることが好ましく、９０質量％以上であることが
より好ましく、９５質量％以上であることが更に好ましく、実質的に分子内の環構造がす
べて６員環である化合物のみで本発明の液晶組成物を構成することが最も好ましい。
【０５８５】
　液晶組成物の酸化による劣化を抑えるためには、本発明の液晶組成物は、環構造として
シクロヘキセニレン基を有する化合物の含有量が少ないことが好ましい。クロヘキセニレ
ン基を有する化合物の含有量は、本発明の液晶組成物の総量に対して、１０質量％以下で
あることが好ましく、８質量％以下であることが好ましく、５質量％以下であることがよ
り好ましく、３質量％以下であることが好ましく、実質的に含有しないことが更に好まし
い。
【０５８６】
　粘度の改善及びＴｎｉの改善を重視する場合には、本発明の液晶組成物は、水素原子が
ハロゲンに置換されていてもよい２－メチルベンゼン－１，４－ジイル基を分子内に持つ
化合物の含有量が少ないことが好ましい。２－メチルベンゼン－１，４－ジイル基を分子
内に持つ化合物の含有量は、本発明の液晶組成物の総量に対して、１０質量％以下である
ことが好ましく、８質量％以下であることが好ましく、５質量％以であることがより好ま
しく、３質量％以下であることが好ましく、実質的に含有しないことが更に好ましい。
【０５８７】
　なお本明細書において実質的に含有しないとは、意図せずに含有する物（不可避的不純
物）を除いて含有しないという意味である。
【０５８８】
　本発明の液晶組成物が正の誘電率異方性（Δε）を有する場合、本発明の液晶組成物の
２５℃における誘電率異方性（Δε）が１．５から２０．０の範囲内であることが好まし
く、１．５から１８．０の範囲内がより好ましく、１．５から１５．０の範囲内がより好
ましく、１．５から１１の範囲内がさらに好ましく、１．５から８の範囲内が特に好まし
い。
【０５８９】
　また、本発明の液晶組成物が負の誘電率異方性（Δε）を有する場合、本発明の液晶組
成物の２５℃における誘電率異方性（Δε）が－２以下であることが好ましく、詳しくは
－２．０から－８．０の範囲内であることが好ましく、－２．０から－６．０の範囲内が
好ましく、－２．０から－５．０の範囲内がより好ましく、－２．５から－４．０の範囲
内が特に好ましい。
【０５９０】
　本発明の液晶組成物は、２５℃における屈折率異方性（Δｎ）が０．０８から０．１４
の範囲内であることが好ましく、０．０９から０．１３の範囲内がより好ましく、０．０
９から０．１２の範囲内が特に好ましい。更に詳述すると、薄いセルギャップに対応する
場合は０．１０から０．１３の範囲内であることが好ましく、厚いセルギャップに対応す
る場合は０．０８から０．１０の範囲内であることが好ましい。
【０５９１】
　本発明の液晶組成物は、２５℃における粘度（η）が１０から５０ｍＰａ・ｓであるが
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、１０から４０ｍＰａ・ｓであることがより好ましく、１０から３５ｍＰａ・ｓであるこ
とが特に好ましい。
【０５９２】
　本発明の液晶組成物は、２５℃における回転粘性（γ１）が４０から１３０ｍＰａ・ｓ
の範囲内であることが好ましく、５０から１１０ｍＰａ・ｓの範囲内であることがより好
ましく、６０から１００ｍＰａ・ｓの範囲内であることが特に好ましい。
【０５９３】
　本発明の液晶組成物は、ネマチック相－等方性液体相転移温度（Ｔｎｉ）が６０℃から
１２０℃の範囲内であることが好ましく、７０℃から１００℃の範囲内がより好ましく、
７０℃から８５℃の範囲内が特に好ましい。
【０５９４】
　本発明の液晶組成物は、液晶表示素子用途に用いることができ、中でもアクティブマト
リックス駆動用液晶表示素子用として好適に用いることができ、ＰＳＡ型、ＰＳＶＡ型、
ＶＡ型、ＩＰＳ型、ＦＦＳ型、ＴＮ型またはＥＣＢ型の液晶表示素子用として好適に用い
ることができる。また本発明の液晶組成物は、対向する一対の配向膜の間に液晶層が挟持
される液晶表示素子用として好適に用いることができ、中でも本発明の液晶組成物が重合
性化合物を含む場合は、ＰＳＡモード、ＰＳＶＡモード、ＰＳ－ＩＰＳモード又はＰＳ－
ＦＳＳモード用に好適に用いることができる。さらに本発明の重合性液晶組成物が自発配
向性化合物を含む場合は、配向膜を備えない液晶表示素子用に用いることもできる。
【０５９５】
ＩＩ．液晶表示素子
　本発明の液晶表示素子は、上述した「Ｉ．液晶組成物」の項で説明した液晶組成物を用
いた液晶表示素子である。本発明の液晶表示素子は、上述した液晶組成物を用いることに
より、表示不良がないか又は抑制され、優れた表示品位を有することができる。
【０５９６】
　本発明の液晶表示素子は、アクティブマトリックス駆動用液晶表示素子であってよい。
また、本発明の液晶表示素子は、ＰＳＡ型、ＰＳＶＡ型、ＶＡ型、ＩＰＳ型、ＦＦＳ型、
ＴＮ型またはＥＣＢ型の液晶表示素子であってよく、好ましくはＰＳＡ型またはＰＳＶＡ
型の液晶表示素子である。
【０５９７】
　図１は、本発明の液晶表示素子の一例を示す模式図である。なお、本発明の液晶表示素
子の構造はこの例に限定されるものではない。また、図１では、説明のために便宜上、各
構成要素を離間させて示している。図１に示す液晶表示素子１は、対向して配置された第
一基板２及び第二基板３と、第一基板２と第二基板３との間に設けられた液晶層４とを備
えている。
【０５９８】
　図１で例示するように、第一基板２には、液晶層４側の面に画素電極層５が形成されて
いる。第二基板３には、液晶層４側に共通電極層６が形成されている。第一基板２及び第
二基板３は、一対の偏光板７，８により挟持されていてもよい。第二基板３の液晶層４側
には、カラーフィルタ９が更に設けられていてもよい。
【０５９９】
　液晶層４は、上記「Ｉ．液晶組成物」の項で説明した液晶組成物を含む。重合性化合物
を含む液晶組成物を用いて製造された液晶表示素子の場合、製造過程において紫外線照射
により生じた上記重合性化合物の重合物が、液晶層４中の第一基板２および第二基板側に
偏在していると考えられる。すなわち、上記の場合は、液晶層４と第一基板２および第二
基板との界面には、重合性化合物の重合物による高分子層が形成されているものと考えら
れる。
【０６００】
　図示しないが、本発明の液晶表示素子は、通常、対向する第一基板及び第二基板と、上
記第一基板および上記第二基板の間に設けられ、上記液晶組成物を含む液晶層とを備え、
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上記第一基板の上記液晶層側の面に第一配向膜を有し、上記第二基板の上記液晶層側の面
に第二配向膜を有する。すなわち、本発明の液晶表示素子は、第一偏光板と、第一基板と
、第一配向膜と、画素電極層と、液晶層と、共通電極層と、カラーフィルタと、第二配向
膜と、第二基板と、第二偏光板と、がこの順に積層された構成とすることができる。配向
膜はポリイミド配向膜等の液晶表示素子に汎用されるものを用いることができる。
【０６０１】
　また。本発明の液晶表示素子は、第一基板および第二基板の一方または両方に配向膜が
設けられていなくてもよい。この場合、本発明の液晶表示素子は、自発配向性化合物を含
む液晶組成物を用いて製造され、液晶層の界面に自発配向性化合物の重合物による自発配
向性化合物層が形成されることで、配向膜が無くても液晶化合物の配向が可能となる。
【０６０２】
　本発明の液晶表示素子の製造方法は、上述した「Ｉ．液晶組成物」の項で説明した液晶
組成物を用いる方法であれば特に限定されず、公知の液晶表示素子の製造方法を適用する
ことができる。
【０６０３】
　本発明は、上記実施形態に限定されるものではない。上記実施形態は例示であり、本発
明の特許請求の範囲に記載された技術的思想と実質的に同一な構成を有し、同様な作用効
果を奏するものは、いかなるものであっても本発明の技術的範囲に包含される。
【実施例】
【０６０４】
　以下、実施例に基づき本発明を更に具体的に説明するが、本発明は実施例に限定される
ものではない。
【０６０５】
　実施例および比較例における化合物の記載については、以下の略号を用いる。
【０６０６】
（側鎖）
　－ｎ　　　　－ＣｎＨ２ｎ＋１　炭素数ｎの直鎖状のアルキル基
　ｎ－　　　　ＣｎＨ２ｎ＋１－　炭素数ｎの直鎖状のアルキル基
　－Ｏｎ　　　－ＯＣｎＨ２ｎ＋１　炭素数ｎの直鎖状のアルコキシ基
　ｎＯ－　　　ＣｎＨ２ｎ＋１Ｏ－　炭素数ｎの直鎖状のアルコキシ基
　－Ｖ　　　　－ＣＨ＝ＣＨ２

　Ｖ－　　　　ＣＨ２＝ＣＨ－
　－Ｖ１　　　－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ３

　１Ｖ－　　　ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－
　－２Ｖ　　　－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ２

　Ｖ２－　　　ＣＨ２＝ＣＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－
　－２Ｖ１　　－ＣＨ２－ＣＨ２－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ３

　１Ｖ２－　　ＣＨ３－ＣＨ＝ＣＨ－ＣＨ２－ＣＨ２－
　ＯＣＦ３　　－Ｏ－ＣＦ３
　－Ｆ　　　　－Ｆ　　　フッ素原子
　Ｆ－　　　　－Ｆ　　　フッ素原子
【０６０７】
（連結基）
　－ＣＦＦＯ－　　　　－ＣＦ２－Ｏ－
　－ＯＣＦＦ－　　　　－Ｏ－ＣＦ２－
　－１Ｏ－　　　　　　－ＣＨ２－Ｏ－
　－Ｏ１－　　　　　　－Ｏ－ＣＨ２－
　－ＣＯＯ－　　　　　－ＣＯＯ－
　－ＯＣＯ－　　　　　－ＯＣＯ－
【０６０８】
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【０６０９】
＜一般式（Ｈ）で表される光安定化剤＞
　一般式（Ｈ）で表される光安定化剤（重合性アセタール系光安定化剤）として、以下の
化合物を用いた。
【０６１０】

【化１２５】

【０６１１】



(109) JP 2021-84949 A 2021.6.3

10

20

30

40

50

【化１２６】

【０６１２】
＜紫外線吸収剤＞
　紫外線吸収剤として、以下の化合物を用いた。
【０６１３】

【化１２７】

【０６１４】
＜酸化防止剤＞
　酸化防止剤として、以下の化合物を用いた。
【０６１５】

【化１２８】

【０６１６】
＜一般式（Ｈ）で表される光安定化剤以外の光安定化剤＞
　一般式（Ｈ）で表される光安定化剤以外の光安定化剤として、以下の化合物（総じて式
（Ｒ）化合物と称する。）を用いた。式（Ｒ－１）および式（Ｒ－２）で表される化合物
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は、それぞれ重合性基およびアセタール骨格を有さない非重合性非アセタール系光安定化
剤である。また、式（Ｒ－３）で表される化合物は、重合性基を有するがアセタール骨格
を有さない重合性非アセタール系光安定化剤である。
【０６１７】
【化１２９】

【０６１８】
＜重合性化合物＞
　重合性化合物として、以下の化合物を用いた。
【０６１９】

【化１３０】

【０６２０】
　実施例および比較例で用いた液晶組成例を、測定した特性は以下の通りである。
【０６２１】
　Ｔｎｉ　：ネマチック相－等方性液体相転移温度（℃）
　Δｎ　：２５℃における屈折率異方性
　Δε　：２５℃における誘電率異方性
　γ１　：２５℃における回転粘性（ｍＰａ・ｓ）
【０６２２】
［電圧保持率］
　実施例および比較例で得た液晶セルに対し、蛍光ランプを用いて３１３ｎｍの強度が０
．３ｍＷとなるように９０分紫外線（ＵＶ）を照射した後、１Ｖ、０．６Ｈｚ、６０℃の
条件で電圧保持率（ＶＨＲ）を測定した。
【０６２３】
［溶解性（低温保存性）］
　実施例および比較例で得た液晶組成物を、－３５℃の冷凍庫内において１０００時間保
管した。保管後の液晶組成物中に析出が発生するか確認した。
【０６２４】
　　〇：－３５℃で析出なし
　　△：－３５℃で僅かに析出あり
　　×：－３５℃で析出あり
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　　－：評価対象外
【０６２５】
（母体組成物ＬＣ－Ａ～ＬＣ－Ｄの調製）
　母体組成物ＬＣ－ＡからＬＣ－Ｄを調製し、その物性値を測定した。各母体組成物の構
成化合物およびその配合量（質量％）と、各母体組成物の物性値を表１に示す。
【０６２６】
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【表１】

【０６２７】
（実施例１）
　母体組成物ＬＣ－Ａを９９．６５質量％、式（Ｈ－１）化合物を０．０５質量％、及び
式（Ｍ－１）化合物０．３質量％を配合して液晶組成物ＬＣ－１を１００質量％調製した
。液晶組成物ＬＣ－１は、誘電率異方性（Δε）が負の液晶組成物であり、Ｔｎｉ、Δｎ
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、Δε及びγ１の値は、母体組成物ＬＣ－Ａの値と同等であった。次に、透明電極上に垂
直配向膜（ＪＡＬＳ２０９６）を具備したギャップ３．５ｕｍのセルに液晶組成物ＬＣ－
１を真空注入したのち、注入口に封止材（３０２６Ｂ）を塗布した後、３８０ｎｍの紫外
線を１０秒間照射して封止して液晶セルを得た。
【０６２８】
（実施例２～１１）
　実施例１と同様に、表２に示す配合で液晶組成物ＬＣ－２からＬＣ－１１をそれぞれ調
製した。なお、表２においてカッコ内の数値は該化合物の配合量（質量％）を表し、後続
の表３以降においても同様とする。液晶組成物ＬＣ－２からＬＣ－１１は、それぞれ誘電
率異方性（Δε）が負の液晶組成物であり、液晶組成物ＬＣ－２からＬＣ－１１のＴｎｉ

、Δｎ、Δε及びγ１の値は、それぞれ母体組成物ＬＣ－Ａの値と同等であった。次に、
液晶組成物ＬＣ－２からＬＣ－１１をそれぞれ用いて、実施例１と同様の方法により液晶
セルを作製した。
【０６２９】
　実施例１～１１で得た液晶組成物の溶解性及び各液晶セルのＶＨＲを表２に示す。
【０６３０】
【表２】

【０６３１】
（比較例１～５）
　表３に示す配合で液晶組成物ＬＣ－２０からＬＣ－２４をそれぞれ調製した。液晶組成
物ＬＣ－２０からＬＣから２４は、それぞれ誘電率異方性（Δε）が負の液晶組成物であ
った。次に、液晶組成物ＬＣ－２０からＬＣから２４をそれぞれ用いて実施例1と同様の
方法により液晶セルを作製した。
【０６３２】
　比較例１～５で得た液晶組成物の溶解性及び各液晶セルのＶＨＲを表３に示す。
【０６３３】
【表３】

【０６３４】
　表２および表３の結果から、実施例１の液晶セル、ならびに比較例１～３の液晶セルは
、比較例４～５の液晶セルと比較して、高いＶＨＲを示した。実施例１の液晶セルならび
に比較例１～３の液晶セルは、光安定化剤を含有する液晶組成物を用いたのに対し、比較
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例４～５の駅セルは光安定化剤を含まない液晶組成物を用いている点で相違する。上記の
結果から光安定化剤を含むことで、光安定化剤を含まない場合と比較して、液晶組成物の
劣化が抑制されＶＨＲが高くなることが示された。
【０６３５】
　また、実施例１および比較例３の液晶セルは、比較例１～２の液晶セルと比較して高い
ＶＨＲを示した。実施例１および比較例３の液晶セルは、重合性基を有する重合性光安定
化剤を含む液晶組成物を用いたのに対し、比較例１～２の液晶セルは、重合性基を有さな
い非重合性光安定化剤を含む液晶組成物を用いている点で相違する。上記の結果から、光
安定化剤が重合性基を有することで、重合性基を有さない場合と比較して液晶組成物の劣
化がさらに抑制されＶＨＲがさらに高くなることが示された。
【０６３６】
　さらに、実施例１の液晶セルは、比較例３の液晶セルと比較して、より高いＶＨＲを示
した。実施例１の液晶セルは、重合性基およびアセタール骨格を有する重合性光安定化剤
を含む液晶組成物を用いたのに対し、比較例３の液晶セルは、重合性基を有するが、アセ
タール骨格を有さない重合性光安定化剤を含む液晶組成物を用いている点で相違する。上
記の結果から、アセタール骨格および重合性基を有する光安定化剤（すなわち式（Ｈ）で
表される化合物）を用いることで、非アセタール骨格の重合性光安定化剤を用いる場合よ
りも、液晶化合物の劣化を抑制してＶＨＲがより高くなることが示された。
【０６３７】
　実施例６～１１の液晶セルと比較例１～６の液晶セルとの比較から、式（Ｈ－１）化合
物に代えて式（Ｈ－１）から（Ｈ－７）化合物を含む液晶組成物を用いる場合であっても
、実施例１と同様の効果を発揮することが示された。
【０６３８】
　実施例４～５から、上述した式（Ｈ）で表される化合物を含むことによる効果は、重合
性化合物の種類等によらず発揮されることが示された。
【０６３９】
（実施例１２～１４、比較例６～８）
　表４に示す配合で液晶組成物ＬＣ－１２からＬＣ－１４、およびＬＣ－２５からＬＣ－
２７をそれぞれ調製した。液晶組成物ＬＣ－１２からＬＣ－１４、およびＬＣ－２５から
ＬＣ－２７は、それぞれ誘電率異方性（Δε）が負の液晶組成物であり、液晶組成物ＬＣ
－１２及びＬＣ－２５のＴｎｉ、Δｎ、Δε及びγ１の値は、それぞれ母体組成物ＬＣ－
Ｂの値と同じであり、液晶組成物ＬＣ－１３及びＬＣ－２６のＴｎｉ、Δｎ、Δε及びγ

１の値は、それぞれ母体組成物ＬＣ－Ｃの値と同等であり、液晶組成物ＬＣ－１４及びＬ
Ｃ－２７のＴｎｉ、Δｎ、Δε及びγ１の値は、それぞれ母体組成物ＬＣ－Ｄの値と同等
であった。次に液晶組成物ＬＣ－１２からＬＣ－１４、およびＬＣ－２５からＬＣ－２７
をそれぞれ用いて、実施例１と同様の方法により液晶セルを作製した。
【０６４０】
　実施例１２～１４および比較例６～８で得た液晶組成物の溶解性及び各液晶セルのＶＨ
Ｒを表４に示す。
【０６４１】
【表４】
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【０６４２】
　表４の結果より、母体組成物が異なる場合であっても、式（Ｈ－１）化合物を含む液晶
組成物を用いた液晶セルは、重合性基およびアセタール骨格を有さない式（Ｒ－１）化合
物を含む液晶組成物を用いた液晶セルと比較して高いＶＨＲを示した。
【０６４３】
（実施例１５～１９）
　表５に示す配合で液晶組成物ＬＣ－１５からＬＣ－１９をそれぞれ調製した。液晶組成
物ＬＣ－１５からＬＣ－１９は、それぞれ誘電率異方性（Δε）が負の液晶組成物であり
、液晶組成物ＬＣ－１５からＬＣ－１９のＴｎｉ、Δｎ、Δε及びγ１の値は、それぞれ
母体組成物ＬＣ－Ａの値と同等であった。次に液晶組成物ＬＣ－１５からＬＣ－１９をそ
れぞれ用いて、実施例１と同様の方法により液晶セルを作製した。
【０６４４】
　実施例１５～１９で得た液晶組成物の溶解性及び各液晶セルのＶＨＲを表５に示す。
【０６４５】

【表５】

【０６４６】
　表５より、式（Ｈ）化合物と、上記式（Ｈ）化合物以外の光安定化剤や、酸化防止剤や
紫外線吸収剤とを併用した液晶組成物を用いた液晶セルも同様に高いＶＨＲを示しており
、他の添加剤を添加することによるＶＨＲの低下が抑制されることが示唆された。
【０６４７】
　また、表２から表５に示すように、実施例１から実施例１９の液晶組成物は、比較例１
から８の液晶組成物と比較して、溶解性が良好であった。この結果から、本発明の液晶組
成物は、溶解性が良好であり、高いＶＨＲの達成に加え式（Ｈ）化合物の析出を十分に抑
制でき、保存安定性に優れることが示された。中でも式（Ｈ）化合物の配合量を液晶組成
物１００質量％に対して０．１質量％以下とすることで、溶解性（保存安定性）がさらに
優れることが示唆された。実施例１４の液晶組成物は、式（Ｈ）化合物を２種含むところ
、式（Ｈ）化合物を１種のみ含む実施例１と比較して、式（Ｈ）化合物の総含有量が増加
したにも関わらず、溶解性が実施例１と同じく良好であった。
【０６４８】
　なお、実施例１～１９および比較例１～８の液晶組成物において、重合性化合物を含ま
ない場合であっても、式（Ｈ）化合物以外の光安定化剤を含む液晶組成物と比較して式（
Ｈ）化合物を含む液晶組成物は、ＵＶ照射後のＶＨＲの向上が確認された。また、実施例
１～１９で得られた液晶組成物を用いた液晶表示素子は、表示不良がなく、十分に高速応
答であることが確認された。
【０６４９】
（母体組成物ＬＣ－Ｅの調製）
　母体組成物Ｅを調製し、その物性値を測定した。母体組成物Ｅの構成化合物およびその
配合量（質量％）と物性値を表６に示す。
【０６５０】
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【表６】

【０６５１】
（実施例２０および比較例９）
　表７に示す配合で液晶組成物ＬＣ－２８およびＬＣ－２９を調製した。液晶組成物ＬＣ
－２８およびＬＣ－２９は、それぞれ誘電率異方性（Δε）が正の液晶組成物であり、液
晶組成物ＬＣ－２８及びＬＣ－２９のＴｎｉ、Δｎ、Δε及びγ１の値は、それぞれ母体
組成物ＬＣ－Ｅの値と同じであった。次に液晶組成物ＬＣ－２８およびＫＣ－２９をそれ
ぞれ用いて、実施例１と同様の方法により液晶セルを作製した。実施例２０および比較例
９で得た各液晶セルのＶＨＲおよび溶解性を表７に示す。
【０６５２】
【表７】

【０６５３】
　表７に示すように、実施例２０の液晶セルは、比較例９の液晶セルと比較して、より高
いＶＨＲを示した。上記の結果から、液晶組成物のΔεが正か負かによらず、アセタール
骨格および重合性基を有する光安定化剤（すなわち式（Ｈ）で表される化合物）を含む液
晶組成物は、従来の光安定化剤を含む液晶組成物よりも液晶化合物の劣化を抑制してＶＨ
Ｒが高くなり、また、溶解性及び保存安定性が優れることが示された。また、実施例２０
で得られた液晶組成物を用いた液晶表示素子は、表示不良がなく、十分に高速応答を達成
可能であることが確認された。
【符号の説明】
【０６５４】
　１　…　液晶表示素子、　２　…　第一基板、　３　…　第二基板、　４　…　液晶層
４、　５　…　画素電極層、　６　…　共通電極層　、　７、８　…　偏光板、　９　…
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